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    午前10時00分   開議   

○議長（八重櫻友夫君）  おはようございます。ただ

いまから本日の会議を開きます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    諸般の報告   

○議長（八重櫻友夫君）  諸般の報告をします。 

 市長から、議案第20号について訂正の申し出があり

ましたので、その写しをお手元に配付してあります。 

 直ちに本日の議事日程に入ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第１ 議案訂正の件   

○議長（八重櫻友夫君）  日程第１、議案訂正の件を

議題といたします。 

 本件について、説明を求めます。外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  本議会に提案をしておりま

す議案第20号につきまして、改正する条項に誤りがご

ざいました。お手元にお配りしております訂正後の議

案を１枚開いていただき、３ページ目をごらん願いま

す。 

 ５行目からの第３条の改正に係る条項を正誤表のと

おり訂正をさせていただきますようお願いをいたしま

す。 

 訂正の内容でありますが、第３号を改正し繰り下げ

を行い、第３号を新たに追加する改正を行うべきとこ

ろを、第２号を改正し繰り下げ等を行おうとしたもの

であります。 

 訂正後の内容により、ご審議いただきますようお取

り計らい願いたく、おわびを申し上げまして、よろし

くお願いをいたします。 

 今後、係る誤りのないように指導の徹底をしてまい
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りますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ただいまの説明に対し、質

疑を許します。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（八重櫻友夫君）  質疑を打ち切ります。 

 それでは採決いたします。本件は申し出のとおり承

認することにご異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（八重櫻友夫君）  ご異議なしと認めます。よ

って、議案訂正の件は承認されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    日程第２ 一般質問   

○議長（八重櫻友夫君）  日程第２、一般質問を行い

ます。 

 順次質問を許します。 

 清風会代表、髙屋敷英則君。 

    〔清風会代表髙屋敷英則君登壇〕 

○21番（髙屋敷英則君）  ここに第４回定例会を迎え

るに当たりまして、私は清風会を代表して、市政の諸

課題について一般質問を行います。 

 昨日の登壇者と重複する点がございますけれども、

再質問及び関連質問との関連もございますので、割愛

せずにとり行いたいと思います。 

 最初の質問は、過日の市長の施政方針の中にも示さ

れておりますが、新年度の予算編成に当たりまして、

その基本方針について、この場から改めて市長にお伺

いをいたしたいと思います。 

 第２の質問は、震災対応についてであります。右往

左往して、ただ、ただ、目の前のがれきの山や床下の

泥の処理にひたすら追われていた日々。あれから１年。

最近になって、やっと復旧・復興への道筋が何とかお

ぼろげに見えてきている状況でございますが、きょう

はその１年を振り返ってみて、現時点でのこれまでの

取り組みの状況や今後の見通しについて、18点に絞っ

て簡潔にご質問を申し上げます。 

 まず１点目として、新年度予算における復旧・復興

の予算の総額と主な事業計画について伺います。 

 ２点目は、この大震災によって、合併特例債の発行

期限が20年に延長されたわけでありますが、震災復

旧・復興の事業が喫緊の課題である今日の状況におい

て、特例債を活用する立場にある当市としては、この

20年という措置をどのように受けとめているのか、所

感を伺いたいと思います。 

 ３点目は、国の第３次補正予算は成立したものの、

予算の執行が大幅におくれて、現在においても第２次

の補正が執行されている状況の中、この予算執行のお

くれの原因を市としてはどのようにとらえているのか、

伺いたいと思います。 

 第４点目としては、被災者への生活支援の取り組み

の状況とその成果について示していただきます。 

 第５点目は、被災者及び被災者への救済の措置、中

でも被災世帯への固定資産税等の減税措置について、

市の取り組みの状況はどうなっているのか、伺います。 

 第６点目は、被災によって失業した労働者の雇用保

険切れの実態及びその延長見通し、そして今後の再就

職への道筋について示していただきたいと思います。 

 ７点目は、当市において、被災者孤児の引き取りの

実態はあるかということ。 

 ８点目としては、震災の影響によって生活保護世帯

が増加していると報道されているわけでございますが、

当市ではどのような状況の推移にあるのか、示してい

ただきたいと思います。 

 漁業に関しての質問は９点目であります。 

 被災した漁港・漁場の整備及び海底のがれき処理の

進捗状況は、現在どうなっているのか。 

 また、10点目として、漁協の経営についてでありま

すが、被災地各地の漁協の経営の状況が深刻で、中に

は解散を余儀なくされた漁協もあるわけでございます

が、久慈市漁協の財務状況はどうなっているのか。加

えて、魚市場の再稼働の状況はどの程度回復している

のかという点についてもお伺いいたします。 

 11点目としては、ウニ、アワビなどのつくり育てる

漁業について、その被害状況と再生産に向けたプロセ

スを示していただきます。 

 12点目は、福島原子力発電事故にかかわっての質問

であります。 

 土壌の汚染、中でも農産物などの風評被害には深刻

なものがあります。市として具体的かつ現実的な対応、

対策がどうなされているのか、伺いたいと思います。 

 13点目は、津波で被災した零細企業、個人事業者へ

の支援対策についてであります。 

 これまでの取り組みとその成果、そして、まだある

と思われる支援の手が行き届かない部分もあると思わ

れますが、市としてはどのような課題があると認識し
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ているのか、具体的な事例があったらお示しをいただ

きたいと思います。 

 14点目の質問は、国が地域の創意と工夫を生かし、

オーダーメードの復興を目指した、いわゆる復興特区。

これを受け、県でも４特区の創出を申請しているわけ

でございますが、この特区制度の活用は復興への大き

な足がかりとなるものであります。当市としての特区

事業として、現在どのような具体の提案を考えている

のか伺いたいと思います。 

 15点目として、仮設住宅や借り上げ住宅への現在の

入居状況及び住宅の冬場の給排水管の凍結、さらには、

暖房対策は万全なのかということについても伺います。 

 16点目として、三陸鉄道について、復旧工事の進捗

状況とその見通し。また、開通イベントが企画されて

いるということでございますが、その内容について情

報を提供していただきます。 

 17点目は、ＪＲ八戸線についての質問で、その開通

の見通しについて伺います。 

 この項目の最後の質問になりますが、18点目として、

今回の大震災の教訓から我々は多くのことを学んだわ

けでありますが、特に人命にかかわることで言えば、

公共施設等の避難所の指定について改善すべき点はな

いのか。あるとすれば、どのような点なのか。 

 以上、震災については、18点に絞ってお伺いをいた

したいと思います。 

 さて、通告しております第３の質問は、夢ネット事

業光ファイバーの実用的な活用についてであります。 

 この事業はご承知のように市村合併の目玉事業であ

り、現在もまだ継続中の事業であるわけでございます

が、市村合併の未来に大きな夢を与えるはずだった、

この夢ネット事業。果たして、現実はどうでしょうか。

多くの方々に聞いてみました。あなたは今、夢ネット

を利用していますか。確かに、公共施設間は夢ネット

でつながれております。しかし、合併して５年が経過

した現在、夢ネットを利用している山形の住民はゼロ。

これから夢ネットを活用したいと考えている人はゼロ。

なぜ、こういう結果になっているのか。また、こうし

た実態を、この事業を今日もまた計画執行している当

局はどのようにとらえているのでしょうか。最近の夢

ネット事業は、携帯電話の不感地帯の解消という一面

ばかりが強調されて、本来の夢ネットに託した目的が

いつのまにか変質してしまっているのではないか。や

れば、やりっ放しの事業。そういったイメージがどう

してもぬぐい去れない夢ネット事業であります。最近

は、市役所でのテレビ会議にも見かけることはなくな

りました。学校間などにおいても、夢ネットを利用し

た施設間の情報交換は全くなされていない。しかも、

肝心な市民生活においての利活用が全くない。これで

は事業の投資効果どころか、事業そのものの意味が根

本から問われてしまいます。技術革新は日進月歩。

近々には携帯電話一本あればネットもできるし、夢ネ

ットの施設そのものが不用になるとさえ言われており

ます。この夢ネット事業を文字どおり夢だったという

ような結果に終わらせないためには、市民生活におい

て、実用的にもっと広く活用されるような事業投資が

今こそ必要だと思うわけでございますが、この点につ

いて、当局の考えを問うものであります。 

 次に、第４の質問は、ＪＲ八戸線・久慈街道踏切の

歩道の設置についてであります。 

 これまでも、たびたび議会でも取り上げられている

課題でございますけれども、歩行者の安全確保のため

に、だれが見ても危険極まりないこの踏切への歩道の

設置。しかし、幾ら要望しても、これがなかなか実現

しない。震災の復旧復興という大義をもって、今度こ

そ、実現できるのではないかと期待しているわけでご

ざいますが、その課題解決の見通しについて伺いたい

と思います。 

 第５の質問は、通学支援バスについてであります。 

 現在、県議会も開催されている中で、非常に微妙な

質問になるかもしれませんが、新年度も通学支援バス

は継続できる見通しなのか。また、県教委の高校再編

計画における葛巻高校、伊保内高校の存続について、

支援バスの継続という観点から、どのようにとらえて

いるのか。さらには、県教委の高校再編計画の方針は、

これまでの中身とその方向性に変更はないのかお答え

をいただきたいと思います。 

 第６の質問は、ドクターヘリについてであります。 

 東日本大震災によって、再びその重要性が再確認さ

れたドクターヘリ。離着陸の候補地が３月には決定。

５月には運行開始と聞いていますが、当市への運行の

見通しについて、どのようにとらえているのか、お伺

いをいたします。 

 第７の質問は、風力発電についてであります。 

 洋上風力発電については、洋野町での風況調査の結
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果を見守って検討するとしていたわけでございますが、

その後の状況に進展はあるのか。また、侍浜、長内地

区での風力発電の可能性について、具体的にどのよう

な考えを持つに至っているのか伺いたいと思います。 

 第８の質問は、がん検診についてでありますが、市

の各種がん検診の受診率の状況と今後の目標について、

数値で示せるのであれば、示していただきたいという

ふうに思います。 

 第９の質問からは、ちょっと時間をかけてご質問を

申し上げます。 

 国内外からの英知を結集して、三陸から新たな技術

と知見、産業の芽を生み出そうとする県の三陸創造プ

ロジェクト。その一環としてのいわて三陸ジオパーク

構想についてであります。 

 そもそもジオパークとは、大地の活動の痕跡をとど

める地質のポイントや考古学、生態学的に貴重な遺産、

見どころ、いわゆるジオサイトを有する自然公園とい

う概念が示されているものである、されているわけで

ございますが、この構想は、江戸、明治、昭和そして

今回の平成の大津波に至るまで、三陸海岸はたびたび

大地震に見舞われてきたわけでありまして、これらの

災害の歴史に学び、津波の記憶を未来に伝え、常に天

災の脅威に向き合い、不断の備えを崩さないために災

害の痕跡を残すという理念のもとに計画されているも

のであると報道されているわけでございます。 

 ジオサイトとしては、計180カ所の候補地があり、

本年９月ごろ候補地を絞り込み、2013年４月に申請、

現地審査を経て、13年の秋の認定を目指すというもの

であります。市としては、内間木洞と小久慈化石山地

が主なジオサイトの候補地として、既に報道されてい

るわけであります。久慈の琥珀の地層エリアが候補地

として名乗りを上げていないのか。いるのかいないの

か。これについては、私は承知しておりませんけれど

も、この知の拠点化という視点でとらえた構想には、

新たな産業の息吹や、滞在観光などを受け入れで交流

が活発になる。そんな進化する岩手の未来像というも

のが感じられます。市としてもこの取り組みに積極的

に関与していくべきだと私は思うわけでありますが、

いかがでしょうか。 

 また、知の拠点化といえば、三陸の海を舞台にした

生態系の調査や新エネルギーの活用を探るもう一つの

プロジェクト、（仮称）東北マリンサイエンス拠点計

画もまたしかりであります。この計画は、震災で大き

く変わった三陸沿岸の生態系を調査し、科学的知見に

基づいて、魚場の復活を促す研究機関の集積エリアと

して、壊滅的な打撃を受けた三陸沿岸の水産業の再生、

復興のかぎを握るものであります。漁場環境全体が震

災の後も急激に変動し続けている中でのこの取り組み

は、実に的を射た迅速な県の対応であり、しかも、そ

の内容は、先ほどのジオパークも含めて、三陸の次世

代の科学都市、あるいは環境未来都市としての明確な

魅力を発信しているものであります。どなたが発案さ

れたものであるかわかりませんけれども、まさに敬服

に値するすばらしい三陸の未来ビジョンであると、率

直に私は評価をしたいというふうに思っております。

先端科学で海洋の変化の仕組みを解明するのは、今日

の地球海洋科学の大きなテーマであります。ぜひとも、

その実現を図っていただきたいと思いますし、この計

画の成果が海洋関連の新しい産業を生み出し、地域振

興を促す大きなエネルギーとなることを期待している

わけであります。久慈市にということではなく、本県

沿岸の中、南部を中心にした、このマリンサイエンス

の取り組みでありますが、市としても大きな関心をも

って、かかわりを惜しむべきでないと私は思うわけで

ございますが、この点についても、当局の姿勢とその

考えを伺いたいと思います。 

 宇宙の起源に迫る国際リニアコライダー計画も含め、

これら３つの大きな県のプロジェクトが知の世界の拠

点化ということで目指す取り組みとして、これから、

いよいよ動き出すわけであります。震災を契機にした

新たな地域づくり。日本にこれまでにない新しい地域

を創造しようとするこれらの試みは高く評価されるべ

きもので、こうしたことを踏まえながら、質問の第10、

これは極めて関連性の深い内容でございますので、３

点一括してご質問を申し上げます。 

 いわゆる持続可能な社会の実現についてであります。 

 持続可能な社会。これは今日世界が抱える最も重要

なテーマであります。そして、環境未来都市は、その

かぎを解く重要なキーワードであります。先ほど政府

が指定いたしました全国11カ所、うち岩手県は気仙地

域と釜石市が環境未来都市に指定されたわけでござい

ますが、指定されるされないにかかわらず、震災、そ

して、この原発事故を経た今日、我が久慈市の未来に

とっても、それは極めて重要な政策課題になっており
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ます。先ほどのマリンサイエンスやジオパークが単に

科学を集積した研究機関としての役割だけを期待され

ているわけではないように、そこには持続可能な社会

の形成を目指して、再生可能エネルギーを利用した災

害に強いエコタウンを舞台にして、新たな産業の集積

や交流人口を増加させようとする大きなねらいが込め

られているわけであります。今、求められている新し

いまちづくり。その姿、言いかえれば、久慈市がこれ

からの未来を生きていくために標榜をしなければなら

ないものは、まさに住民の暮らし、生活そのものと一

体化した資源循環型の環境未来都市の具現化にほかな

らないわけであります。原発事故を受けて、安全な再

生可能エネルギーへの移行は、今や時代の要請でもあ

ります。同じエネルギーの大規模な基地をつくるにし

ても、施政方針で他地域にも貢献し得る電力供給の拠

点都市を目指す、掲げているわけでございますけれど

も、他地域にも貢献し得るとは、貢献することを主な

る目的としていないということで、それじゃあ、一体、

何のために拠点都市をつくるのか。その明確なメッ

セージが伝わってこないわけであります。むしろ、エ

ネルギーの地産地消を前提とした大規模な電力基地を

つくる、何のために、持続可能な環境未来都市をつく

るために、そのシンボルとしてというスタンスのほう

が、筋が通っていると私は考えております。基本にな

る柱の部分がしっかりしていなければ、新しいまちづ

くりの未来ビジョンは構築できないのではないでしょ

うか。そしてエネルギーの地産地消という観点から言

えば、最も大事なのは、暮らしの中でのエコエネル

ギーであります。極めて実用的な、あるいは近々実用

可能なエネルギー政策を推進すること。家庭へのソー

ラーパネルの普及はもちろんのこと、例えば、現に実

用化されている電気が不要のペレットストーブ、植物

性の廃油を精製機でつくるＢＤＦ燃料、実用化に向け

て着手している植物ごみの発電、光吸収100倍の太陽

電池、小水力発電、今日、ありとあらゆるものが発電

の可能性を秘めており、こうした小さな発電素材を産

学官の協同を旗印にして、婦人会で、あるいは老人ク

ラブで、あるいは自治会で、班で、隣近所で、農業の

共同体で、個人で、グループで、あらゆる人々がそれ

ぞれの活動に付加価値を高めるという視点を持ちなが

ら、エコの実践に取り組んでいく。そうした小さな実

践を行政が政策として後押しをし、社会の底辺からエ

コ社会への移行をする意識の改革を地道に、しかも強

い信念のもとに推し進めていく必要があるのではない

でしょうか。何事も行動しなければ始まりません。ま

ず庁舎に資源エネルギー課を設置して、再生可能エネ

ルギーへの活用に向けた取り組みを本格化させること

が必要ではないでしょうか。 

 また、環境未来都市を具現化させようとするもう一

つの手法としては、エコツーリズムの推進がございま

す。これにもまた、政策的な後押しが必要なわけでご

ざいますが、教育旅行、これをさらに広く進化・発展

させるために、過去に私はグリーンツーリズムの推進

を提案をいたしましたが、今回はその延長線上に、さ

らにそれを進化させた形でのエコツーリズム。明らか

に新しい社会を構築するという明確な目的を持った運

動として、今ある中山間地の暮らしの知恵と資源を生

かして、これをさらに市民生活の中に定着させること

が重要なことであると私は思うわけでございますが、

いかがでしょうか。 

 この項目では、環境未来都市が新しい社会を構築す

るための重要なキーワードであることへの認識、資源

エネルギー課の設置、エコツーリズムの運動の推進、

以上の３点についてお伺いをして、市としての考えを

お聞かせいただきたいと思います。 

 次に、質問の第11は、環太平洋連携協定、いわゆる

ＴＰＰの参加の是非についてであります。 

 実質的には、農産物の関税の廃止を柱とした、この

ＴＰＰは、客観的に見て、アメリカと日本、この２国

間の自由貿易協定、すなわちアメリカの輸出倍増と雇

用のツール、いわゆる道具としての位置づけられてい

るというのが、このＴＰＰであるとの見方が今や常識

的な見解であります。自動車産業に象徴される貿易収

支の改善がその背景にあるとはいえ、この協議への参

加は、国家とは何か、国家の本来あるべき姿、「かた

ち」とはどのようなものであるべきなのかという国の

基本的な問題を我々に提示しているものだと私は考え

ております。そもそも食糧の自給を放棄して、国家と

いうものは成り立つものなのか。農地、国土を荒廃さ

せ、人心をむしばませることに、国家として、どんな

有益性があるのか。日本の戦後政治の矛盾が露呈し、

さらに拡大をして、近々には農業ばかりでなく、国の

水産行政の大転換まで余儀なくさせられると指摘され

ている、このＴＰＰ。国際社会での言動の一致を求め
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られ、やむなく対面をたもつための選択と引きかえに、

最後には日本という国の崩壊へとつながりかねない、

このＴＰＰへの参加の是非について、市長はどのよう

な考えをお持ちなのか、その所見の一たんをお伺いし

たいというふうに思います。 

 質問の第12は、昨年９月の台風による落石で、全面

通行どめになっている林道・茅森線についてでありま

す。 

 本路線は、茅森、木沢畑、大矢内地区の住民の大切

な生活道であり、また、災害時には、国道281号に接

続し得る迂回路として、重要な役割を果たしており、

１年も２年も通行どめのまま、放置をしておくのは論

外。１日も早く工事着工、完成が求められております。

しかし、最近県内でも建設業者が入札に参加をしない。

いわゆる入札不調の事態が採算性の低い小規模工事に

集中して起きていると報道されているところでありま

す。本路線は、さきの議会では、完成は平成24年12月

末という明確な答弁をいただいているところでありま

すが、こうした入札不調による影響で、着手が２年も

３年も先延ばしになるという事態は現実に想定されて

いるのかどうか。市としての見解を賜りたいと、この

ように思います。 

 次に、質問の13道路行政については２点伺います。 

 １点目は、久慈・八戸自動車道及び三陸北縦貫道路

工事の進捗状況と完成の見通しについて。 

 ２点目は、国道281号の整備促進について、県都盛

岡90分構想の早期実現に向けた具体的な取り組み状況

についてお示しをいただきたいと思います。 

 水道行政については、１点。新年度から予定されて

いる、川井、霜畑、小国の簡易水道統合に関して、そ

の具体的な工事内容と工事期間及び工事全体の予算規

模についてお伺いをいたします。 

 最後の質問になりますが、教育長にお伺いをいたし

ます。 

 教育財産の有効な管理運営について、中でも使用さ

れていない教員住宅を一般賃貸住宅として有効に活用

すべきと思いますが、いかがでしょうか。 

 また、同様に、閉校校舎も一般にも門戸を解放して、

利活用の促進を図るべきだと思うわけでございますが、

この点に関して、教育委員会の見解を承りたいという

ふうに思います。 

 以上、15項目、38点についてご質問を申し上げて、

登壇しての私の質問を終わりといたします。 

○議長（八重櫻友夫君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  清風会代表、髙屋敷英則議員

のご質問にお答えをいたします。 

 最初に、新年度予算についてお答えをいたします。 

 新年度予算の基本方針についてでありますが、昨日

の新政会代表、泉川議員にお答えいたしましたとおり、

久慈市復興計画に基づき、東日本大震災からの復旧・

復興を最優先としたところであり、久慈市総合計画・

後期基本計画と連動させ、限られた財源の重点的かつ

効果的な活用に努めたところであります。 

 次に、震災対応についてお答えをいたします。 

 まず、新年度における復旧・復興予算の総額であり

ますが、久慈市復興計画に関連する主要事業の総額は、

約44億3,000万円となったところであります。 

 主な事業といたしましては、生活再建住宅支援事業

費補助金、漁港施設などの災害復旧経費などを計画し

ているところであります。 

 次に、合併特例債についてお答えいたします。 

 合併特例債は、新市建設計画に位置づけられた事業

に対して発行が認められており、被災市町村につきま

しては、昨年の法改正により、合併年度とそれに続く

10年間が15年間に延長となったところであり、現在、

これをさらに５年間延長する法案が衆議院で継続審議

中となっております。合併特例債の適用期間が延長さ

れるものの、起債可能額には変更がありませんことか

ら、基本的には、合併効果の速やかな実現に向け、新

市建設計画に掲げる事業を粛々と取り組んでまいりた

いと考えております。 

 次に、国の補正予算の執行のおくれについてお答え

いたします。 

 国においては、昨年５月から本年２月まで約４回に

わたり東日本大震災等に関連した補正予算を編成し、

早期の復旧・復興へ対応することといたしておりまし

たが、執行になる過程において、実態の把握や地方公

共団体等との協議、調整等に時間を要したことなどは、

その要因の一つととらえております。 

 次に、被災者の生活支援の取り組み状況についてで

ありますが、昨日の政和会代表、大沢議員にお答えい

たしましたとおり、被災者への経済、生活面での支援

といたしまして、久慈市被災者総合相談所の開設、災
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害弔慰金の支給、災害援護資金、応急生活資金等の貸

し付け、義援金の配分、支援物資の配付等により、被

災者の支援に鋭意努めてきたところであります。今後

につきましても、引き続き、関係機関・団体と連携を

図り、被災者への支援対策の充実を図ってまいりたい

と考えております。 

 次に、被災世帯への固定資産税等の減免措置の取り

組み状況についてであります。 

 市では、被災者の税負担の軽減を図るため、昨年５

月に東日本大震災の被災者に対する市税の減免に関す

る規則を定め、個人市民税、固定資産税及び国民健康

保険税の減免に取り組んできたところであります。こ

れまでの減免の実施状況についてでありますが、平成

24年１月末現在におきまして、個人市民税231件、減

免額803万7,000円、固定資産税749件、減免額9,229万

3,000円、国民健康保険税137件、減免額1,209万3,000

円などとなっているところであります。 

 次に、震災による失業者雇用対策の取り組み状況に

ついてでありますが、これまで緊急雇用創出事業によ

る失業者の雇用、再就職緊急支援奨励補助金の交付の

ほか、被災事業所への再建支援による雇用の回復に取

り組んできたところであります。 

 また、雇用保険給付切れの実態につきましては、震

災に伴う給付日数の延長が切れ、先月から支給終了と

なる者が出始めており、久慈管内では、12月末現在で

の受給者数29名に対しまして、１月25日現在で、就職

者10名、受給中17名となっており、２名が支給終了と

なっております。今後の再就職の道筋につきましては、

県が実施をいたします事業復興型雇用創出事業による

雇用促進のほか、市といたしましても、緊急雇用創出

事業による失業者の雇用、再就職緊急支援奨励補助金

の交付につきまして、引き続き実施することといたし

ております。順次、雇用保険の給付切れとなる求職者

への対応を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、当市における震災孤児の実態についてであり

ますが、今回の東日本大震災に係る震災孤児は、市外

からの転入者を含め、久慈市においては現在ないとこ

ろであります。 

 次に、震災に伴う生活保護世帯の動向についてであ

りますが、平成24年１月末現在の被保護世帯は350世

帯、被保護人員は458人となっており、昨年３月と比

較をいたしますと、２世帯の増。人員では10人の減と

なっているところであります。 

 当市におきましては、現在のところ、震災の影響に

よる生活保護世帯の顕著な増加は見られないところで

ありますが、給付期間が延長されていた雇用保険の失

業給付が１月から順次終了しており、今後、生活に困

窮する世帯の増加が懸念されるところであります。 

 次に、被災漁港・漁場の整備及び海底のがれき処理

の進捗状況についてでありますが、被災した漁港につ

きましては、災害復旧事業により整備を進めており、

平成24年７月末には復旧工事が完了する予定でありま

す。 

 漁場及び海底のがれき処理につきましては、これま

で漁業者みずから国の補助事業を活用して撤去すると

ともに、県が事業主体となり、定置漁業等の機能回復

に支障のあるがれきを処理したと県北広域振興局水産

部から伺っているところであります。 

 市といたしましては、今後におきましても、関係機

関、団体等と連携を図りながら、海底の調査を実施す

るとともに、支障がれきの撤去に努めてまいりたいと

考えております。 

 次に、久慈市漁業協同組合の経営状況についてであ

りますが、平成22年度決算においては、東日本大震災

によります特別損失４億1,150万3,934円を計上し、当

期損失が３億9,020万6,630円となっており、平成23年

度においては、復旧に当たり、補助事業の自己負担分

の資金手当てを行い、市営魚市場での水揚げの増加を

図るなど、平成24年度当期から黒字化を目指し、今後

も健全経営に努めていくと久慈市漁業協同組合から伺

っているところであります。 

 また、魚市場の震災後の稼働状況でありますが、震

災により、魚市場も大きな被害を受けたところであり

ましたが、関係者のご努力により、早期に再開するこ

とができ、今年度の１月末現在の魚市場の水揚げ数量

は１万1,633トン、前年同期比で3.2％の減。水揚げ金

額は26億3,314万円余であり、前年同期比5.2％の減に

とどまっているところであります。 

 現在、魚市場は復旧工事を行っており、関係者には

ご不便をおかけしているところではありますが、業務

に支障のないように配慮して工事を行い、平成24年４

月下旬の完成を目指しているところであります。 

 次に、つくり育てる漁業に係る被害状況と復旧プロ

セスについてでありますが、サケにつきましては久慈
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川漁業協同組合の新魚捕獲施設とふ化場、また、久慈

市漁業協同組合の海中飼育施設が被災し、ワカメ等の

養殖施設につきましては、生産者すべての施設が被災

したところであります。また、磯根資源につきまして

は、県水産技術センターの調査結果によりますと、県

北地区の場合、ウニ・アワビの生息数、大きさは例年

と同程度とのことであり、被害が少ない状況にありま

す。これら被災した施設等につきましては、サケの新

魚捕獲施設、ふ化場及び海中飼育施設は、さけ、ます

生産施設復旧支援事業により、既に復旧済みであり、

ワカメ等の養殖施設は養殖施設災害復旧事業により復

旧が進んでおり、現在、生産活動に向けて取り組んで

いる状況であります。 

 また、ウニ・アワビにつきましては、種苗、稚貝の

供給元であります社団法人岩手県栽培漁業協会の施設

が被災したことにより、放流事業に影響がありますが、

市独自の新規事業であります、ウニ種苗確保対策緊急

支援事業とアワビ餌料用養殖施設等復旧支援事業の実

施とあわせまして、国庫補助事業であります栽培漁業

推進対策事業の活用により、ウニ種苗の確保・放流及

び良質なアワビの生産等について支援するとともに、

関係機関団体と連携を図りながら、技術的指導を行う

など、つくり育てる漁業の復旧・復興に向けて取り組

んでまいりたいと考えております。 

 次に、原発事故による土壌汚染及び風評被害につい

てでありますが、土壌汚染につきましては、県内160

地点、うち市内２地点の農地土壌中の放射性物質測定

調査を県において実施し、全域で安全性が確認されて

いるところであります。 

 また、新岩手農業協同組合においても、久慈管内

108地点での土壌調査を行い、その安全性が確認され

ていると伺っているところであります。 

 風評被害につきましては、県において、県産農林水

産物の放射性物質濃度の検査計画を策定し、計画的に

農産物等の検査が実施され、その結果を公表し、安全

性を周知しているところであります。今後におきまし

ても、関係機関・団体等と連携を図り、安全性のＰＲ

に努めるとともに、農畜産物の安全・安心な食糧の認

証制度の確立など、消費者の不安解消につながる措置

を講ずるよう、引き続き国に要望してまいりたいと考

えております。 

 次に、被災零細企業及び個人事業者への支援対策に

ついてでありますが、これまで被災事業所に対する支

援といたしましては、国及び県による中小企業組合等

復旧・復興支援事業費補助金、いわゆるグループ補助

金により、久慈地域の２グループが支援を受けており

ますほか、中小企業基盤整備機構によります仮設店

舗・仮設工場の整備により、23件の仮設施設の整備が

決定しているところであります。 

 また、県及び市によります中小企業被災資産修繕費

補助制度においては、久慈市内の事業所に対して、18

件、約9,500万円の交付を決定しており、災害関係融

資に伴う利子・保証料補給においては、１月末現在で

127件の融資に対し、約730万円の補給を行ったところ

であります。 

 こうした支援により、大方の被災事業所は事業再開

にこぎつけており、一定の成果は上がっているものと

とらえております。今後におきましても、新たな国・

県の支援制度を活用しながら、被災事業所の経営基盤、

雇用の回復に寄与してまいりたいと考えております。 

 次に、復興特区の活用についてでありますが、復興

特区は市町村単独または市町村が県と共同して、復興

推進計画を策定し、当該計画を国から認定された場合

に、規制や手続の特例、税制上の特例等が受けられる

ものであります。岩手県の場合は、県が市町村の意向

を聞きながら、基本的には、被災市町村と共同して、

包括的な復興推進計画を策定することにしており、現

在まで、保健・医療・福祉特区の認定を国から受けた

ところであり、産業再生特区につきましても久慈市の

エリアを含んで申請しているところであります。 

 今後、県と共同で対応することを基本にしつつ、市

町村単独での特区申請も可能でありますことから、引

き続き特区適用事業の可能性を検討してまいりたいと

考えております。 

 次に、仮設住宅及び借り上げ住宅についてお答えを

いたします。 

 最初に入居状況についてでありますが、仮設住宅は

設置戸数15戸に対し14戸36人、借り上げ住宅には、久

慈市の受付分で他市町村からの入居者を含め、41戸

106人となっております。 

 次に、給水管の凍結対策につきましては、給湯器周

りに凍結防止ヒーターが施され、また入居者も水抜き

を適宜行っているとのことから、現在まで凍結の事実

や苦情、要望等は受けていないところであります。 
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 また、暖房対策につきましては、仮設住宅において

は、外壁断熱材やサッシの二重窓化、風除室設置、さ

らに暖房器具が施設の備品として備えつけられ、借り

上げ住宅においても暖房器具が配付されているところ

であります。 

 今後におきましても、入居者の要望等、必要に応じ

て県に対し要望してまいりたいと考えております。 

 次に、三陸鉄道の復旧状況についてでありますが、

三陸鉄道では、平成26年４月の全線再開を目指し、今

年度から平成25年度までの３カ年で復旧工事を進めて

おります。 

 第１次復旧部分の陸中野田駅から田野畑駅間の復旧

工事については順調に進んでおり、久慈駅から田野畑

駅までの35.2キロメートルの区間が、平成24年４月に

運転を再開する予定と承知しているところであります。

また、開通イベントにつきましては、三陸鉄道の利用

促進や岩手デスティネーションキャンペーンを活用し

た観光振興を踏まえて、県及び関係部局とその詳細に

ついて協議を進めているところであります。 

 次に、ＪＲ八戸線の開通見通しについてであります

が、運行に必要な施設の復旧工事は今月末までに終え

る予定とのことから、今後、列車の試運転を重ね、運

行の安全を確認した上で、３月17日に久慈駅から八戸

駅間の全線を再開するものと承知いたしております。 

 次に、公共施設等の避難所について、震災の教訓か

ら改善すべき点についてでありますが、当市では、平

成21年から引き続きワークショップを開催しており、

住民の方々と避難路や避難所のあり方について検討し

てきたところであります。その避難路や避難所につき

ましては、現在、災害時において、迅速に避難できる

よう、避難誘導看板等の設置を進めているところであ

り、また、避難者に食料や毛布などを供給できるよう、

物資の充実を図るとともに、維持管理等を踏まえなが

ら、主要な避難所への資機材等の分散配備も、あわせ

て検討しているところであります。 

 今後におきましても、ワークショップでの意見等を

踏まえながら、避難所等の改善に努めてまいりたいと

考えております。 

 次に、夢ネット事業・光ファイバーの活用について、

お答えをいたします。 

 夢ネット事業で整備した光ファイバー網は、公共施

設間をつなぎ、各種行政サービスの用に供しておりま

すほか、これまでに携帯電話不感地域13地区、それか

ら地デジ難視地域６地区の解消に活用してきたところ

であります。地域住民はこれら事業等により、夢ネッ

トの効果を受けているところであります。また、昨今

の情報通信分野における技術革新は著しく、スマート

フォンやタブレットなどの新たな通信端末の開発によ

り、簡単な操作でインターネットサービスが利用可能

となるなど、進化し続けております。携帯電話受信可

能エリアにおいては、ＷｉＦｉを利用してのインター

ネット環境が整えられており、これも夢ネット事業の

効果の一つであるととらえております。 

 今後も激変する情報通信環境を市民が手軽に享受で

きるよう光ファイバー網の充実とさらなる活用に努め

てまいる考えであります。 

 次に、久慈街道踏切の歩道設置についてお答えをい

たします。 

 歩道設置につきましては、東日本大震災発災前から

取り組んでいるところであり、平成23年度の早い時期

に測量調査及び設計を行った上で、ＪＲ東日本株式会

社盛岡支社と協議を進める予定ではありましたが、東

日本大震災、台風15号の復旧業務を優先させましたこ

とから、踏み切りの設計業務等におくれが生じたとこ

ろであります。 

 今後におきましては、今年度中に測量調査及び設計

業務を発注し、来年度、ＪＲ東日本株式会社盛岡支社

と工事に向けた協議を進め、早期に工事着手できるよ

う取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、通学支援バスの継続運行についてお答えをい

たします。 

 まず、通学支援バスは、県立高等学校新整備計画に

基づく、久慈高等学校、山形校の統合に伴い、平成20

年度から平成22年度までの３年間を限度に岩手県から

助成を受けて運行をしてきたところであります。 

 今年度につきましては、諸般の事情により、１年間

の助成が継続されたため、継続運行が実現していると

ころであります。また、通学支援バスの運行継続の働

きかけは、昨年11月に山形地区から市内の高校へ通う

生徒の保護者や山形中学校の生徒の保護者とともに、

岩手県教育委員会に対して要望活動を展開してきたと

ころであり、平成24年度におきましても、県からの助

成が継続される見通しとなりましたことから、通学支

援バスの運行を継続してまいりたいと考えております。 
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 次に、県の高校再編計画における葛巻、伊保内高校

の存続等につきましては、平成23年度に策定予定であ

りました第２次県立高等学校整備計画（仮称）が東日

本大震災の影響により、策定を見合わせているとのこ

とであり、両校の存続問題については承知していない

ところであります。 

 次に、ドクターヘリの導入についてでありますが、

昨日の政和会代表、大沢議員にお答えいたしましたと

り、発信方式によるドクターヘリの運行が５月から始

まるとのことであります。これに伴い、久慈市内での

離着陸場候補地は消防防災ヘリ離着陸場の４地点を含

む35地点であり、久慈市全域をカバーできるように候

補地の選定がなされております。今後３月中に離着陸

場を決定し、４月のシミュレーション運行を経て、５

月には本格運行が開始されると承知いたしております。 

 次に、風力発電についてお答えをいたします。 

 まず、洋野町角の浜地区で行われている洋上風力発

電に係る風況観測でありますが、観測期間について６

カ月間延長し、本年９月までとする予定であると事業

者から伺っており、当市といたしましては、観測結果

を注視しながら、久慈沖での洋上風力発電事業の可能

性を探ってまいりたいと考えております。 

 次に、市内２地区での風力発電の可能性につきまし

ては、昨年の新政会代表、泉川議員ほかにお答えいた

しましたとおり、今後風況観測等が実施されますこと

から、まずは調査の動向に注視してまいりたいと考え

ております。 

 次に、がん検診についてお答えをいたします。 

 当市の本年１月末現在における各種がん検診の受診

率は、胃がん18.4％、肺がん26.1％、大腸がん26.8％、

前立腺がん25.5％、子宮がん29.6％、乳がん34.8％と

なっております。胃がん、肺がん、大腸がん、前立腺

がん検診は前年度を上回り、子宮がん及び乳がん検診

は前年度を下回ったところであります。 

 今後の受診率の向上対策につきましては、津波肺ス

クリーニング事業として、肺がん検診の無料化を新年

度予算に計上しておりますほか、保健推進委員の個別

訪問による受診勧奨、休日・夕刻検診の実施及び各地

区における検診計画の見直しなどに取り組むこととい

たしております。 

 また、子宮がん、乳がん及び大腸がん検診につきま

しては、特定対象年齢の方に無料で受診できるクーポ

ン券を配付するなど、さらなる受診率の向上に努めて

まいります。 

 なお、受診率の目標数値につきましては、岩手県の

目標数値であります50％を目指して、一層の受診率向

上を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、県の三陸創造プロジェクトについてお答えを

いたします。 

 まず、三陸ジオパーク構想についてでありますが、

昨日の新政会代表、泉川議員にお答えいたしましたと

おり、岩手三陸ジオパーク推進協議会が行う取り組み

等について、市として、積極的にかかわってまいりた

いと考えております。 

 次に、東北マリンサイエンス拠点形成事業について

でありますが、本事業は文部科学省において、大学や

研究機関による復興支援のためのネットワークとして、

東北マリンサイエンス拠点を構築し、地元自治体や関

係省庁等と連携しつつ、東北の復興を図るための研究

開発を実施する取り組みを支援するものであります。 

 具体的には、海洋生態系の調査研究と新たな産業の

創生につながる技術開発の２分野に対し支援を行う事

業であり、現在、久慈地域におきましては、東京海洋

大学による新たな産業の創生につながる技術開発とし

て、クリーンエネルギーを利用した閉鎖循環式陸上養

殖産業創生のための調査及び技術開発とした研究課題

が採択され、調査研究が行われているところでありま

す。市といたしましては、これまでも久慈市漁業協同

組合等と連携を図りながら協力しているところであり

ますが、今後におきましても、新たな産業の創生によ

る水産業の復興のため、積極的に支援してまいりたい

と考えております。 

 次に、持続可能な社会の実現についてお答えをいた

します。 

 環境未来都市構想は、環境・超高齢化対応等に向け

た、人間中心の新たな価値を創造する都市を基本コン

セプトに、環境、社会、経済という３つの側面から総

合的かつ自立的に価値を創造し続けるまちづくりの取

り組みを国が支援するというスキームであり、昨年９

月に提案の公募があり、被災地域の６区を含む11件が

選定されたところであります。 

 現在、民間企業等がスマートコミュニティ構想普及

支援事業を実施しており、これに当地域の３市町村が

参加をさせていただき、環境未来都市構想の目的であ
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る持続可能な社会の実現に向けて検討を進めていると

ころであります。 

 震災からの復興及び飛躍を進めていく上では、本構

想の考え方は重要な視点であり、今後、本制度の活用

についても幅広く検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、再生可能エネルギーの普及についてでありま

すが、現在は当市に賦存するエネルギー源について、

調査・活用等の検討を、産業開発課を主管とし、全庁

的に取り組んでいるところであり、当面は、現行の体

制で進めてまいりたいと考えております。 

 次に、エコツーリズムの推進についてお答えをいた

します。 

 環境省では、エコツーリズムの定義を自然環境や歴

史文化を体験し、学ぶとともに、地域の環境と経済の

両立を目指す、持続可能な観光のあり方といたしてお

ります。 

 これまで、当市が実践している教育旅行は、山、里、

海といった豊富な自然環境や当市の特徴ある文化を活

用したさまざまな体験メニューを提供し、その活動の

中で環境教育も意識した受け入れを行っているところ

であります。 

 今後の課題といたしましては、体験受け入れを行っ

ている地域住民に対し、エコツーリズムの考え方を理

解する機会の提供に取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

 また、市民に対して、教育旅行の取り組みを紹介す

るとともに、ツーリズムに対する意見集約を図り、市

民が参画する体制づくりと、部局横断による推進方策

の構築を検討しながら、交流人口の拡大を図ってまい

りたいと考えております。 

 次に、ＴＰＰ参加の是非についてお答えをいたしま

す。 

 昨日の政和会代表、大沢議員にお答えいたしました

とおり、ＴＰＰへの参加により、さまざまな分野での

影響が懸念されるところであり、特にも、関税等が撤

廃された場合、当市の基幹産業である農林水産業に対

する影響ははかり知れないものがあると考えておりま

す。 

 また、東日本大震災に伴う原発事故による農林水産

物の風評被害が払拭されておらず、今の段階での参加

交渉を進めることについては、我が国の１次産業の将

来に大きな不安を感じますことから、国は、これらの

懸念に対する具体的な対応策を示し、かつ国民的な議

論を経た上で判断すべきであると考えております。 

 次に、林道茅森線についてお答えをいたします。 

 県北広域振興局林務部によりますと、震災影響によ

る入札不調の案件は、現在のところ、発生していない

とのことであります。今後の工事完成に向けてであり

ますが、３月６日に地質調査設計業務の入札を予定し

ており、６月末には設計業務を終え、８月ごろに工事

発注する見通しであり、年度内完成を目指していると

のことであります。 

 市といたしましては、早期の通行どめ解除を要望す

るとともに、迂回路の維持管理には万全を尽くしてま

いりたいと考えております。 

 次に、道路行政についてお答えをいたします。 

 まず、八戸・久慈自動車道及び、三陸北縦貫道路の

進捗状況と完成見通しにつきましては、昨日の新政会

代表、泉川議員ほかにお答えいたしましたとおり、こ

れらの道路は、三陸沿岸道路として、おおむね10年で

全線完成を目指す方針が国土交通省から示されている

ところであります。また、これら道路の市内の未事業

化区間について、先般、測量及び地盤調査に伴う立ち

入り説明会が開催されたところであり、できる限り、

早期に工事着手してまいりたいと三陸国道事務所から

伺っているところであります。 

 次に、国道281号の整備促進についてでありますが、

これまでも、平庭トンネルの整備を初め、隘路区間の

改良整備について、国及び県に対して、強く要望をし

てきたところでありますが、平成24年度において、山

形町案内地区の約2.1キロメートル区間について、事

業化の予定であると県北広域振興局土木部から伺って

いるところであります。 

 また、県が掲げる久慈・盛岡間90分構想につきまし

ては、高速道路を利用した幹線ネットワークを設定し

ておりますが、東日本大震災を契機に、国道281号の

重要性はさらに増しており、その復興支援道路として、

また、沿線市町村の交流と物流を担う交流促進型広域

道路として、今後とも改良整備に努めてまいりたいと

伺っているところであります。 

 市といたしましては、整備促進期成同盟会等を通じ

て、関係市町村と連携しながら、一層の整備促進が図

られるよう強く要望してまいります。 
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 最後に、簡易水道の統合についてお答えをいたしま

す。 

 川井・関・小国地区の簡易水道の統合に係る工事の

計画内容と予算規模についてでありますが、平成24年

度から事業に着手し、浄水場の供用開始は平成28年度

を目標としており、全体計画を平成30年度までと見込

んでいるところであります。 

 工事の主な内容は、これまで水量及び水質ともに安

定している清水川湧水を水源とし、地震時の濁度上昇

に対応するろ過設備を設けた浄水場を１カ所、配水池

は川井地区に１カ所、関・小国地区を対象に１カ所の

ほか、これらの施設を連結する配水管等の布設を計画

しているところであります。 

 全体事業費を24億円とし、厚生労働省の国庫補助事

業を導入する計画であり、平成24年度事業について、

今議会の新年度予算に提案しているところであります。 

 以上で、清風会代表、髙屋敷英則議員に対する私か

らの答弁を終わります。 

○議長（八重櫻友夫君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  清風会代表、髙屋敷英則議

員のご質問にお答えをいたします。 

 使用されていない教員住宅の有効活用についてであ

りますが、平成22年11月に校舎の管理及び使用に関す

る規則の一部を見直し、５月から翌年２月までの期間

は一定の条件を満たす者であれば、教職員以外でも入

居できるように改めたところであります。これを、１

年を通じて、教職員以外に賃貸することにつきまして

は、関係部局と協議し、検討してまいりたいと考えて

おります。 

 また、閉校した学校の校舎の活用につきましては、

地域からの提言、要望をいただきました内容を優先的

に考慮することとなりますが、一般への賃貸も含めて

総合的に施設の有効活用について検討してまいりたい

と考えております。 

 以上で、清風会代表、髙屋敷英則議員に対する私か

らの答弁を終わります。 

○議長（八重櫻友夫君）  髙屋敷議員に申し上げます。

持ち時間の１時間を超過いたしておりますので、再質

問についてはご理解いただきたいと思います。 

 関連質問を許します。７番、畑中勇吉君。 

○７番（畑中勇吉君）  髙屋敷議員の一般質問に関連

をいたしまして、何点か質問をさせていただきます。 

 まず、質問項目の１点目、新年度予算についてであ

りますが、この新年度予算等にかかわる市長方針演術

の中で、漁業集落環境整備事業にかかわる方針といい

ますか、お述べになっておりますけれども、この中で、

さきの質問に対する回答の中で、平成23年度事業導入

可能性について調査し、平成24年度測量設計等、大尻、

白前、本波地区について、事業導入に向けて取り組む

と、こういうふうなお話でありましたけれども、この

事業導入に向けて地元との合意形成と、このための今

後のスケジュール、どのようにお取り組みをなさるの

か、お伺いをしたいと思います。 

 それから２点目は、泉川議員の質問だったと思うん

ですが、小袖の舘石地区については、集合処理区域内

からの距離といいますか、離れておるために、合併浄

化槽42万円の補助金プラス33万4,000円の環境整備事

業のかさ上げ補助が受けられないと、受けられないと

いうふうな……。 

○議長（八重櫻友夫君）  畑中議員に申し上げます。

ただいまの質問は、通告の要旨に入っておりませんで

すんで、本日行なわれます予算委員会の際にお願いし

たいんですが、ご理解いただきたいと思います。 

○７番（畑中勇吉君）  ええ。じゃあ、その大尻、白

前、本波地区の事業導入の関係にかかわって質問させ

ていただきますが、私ども小袖地区の集合処理、施設

が完成した際に、施設見学をさせていただいたわけで

あります。今回また、海沿いの大尻地区、白前地区、

本波地区が施設整備をするということになるわけであ

りますけれども……。 

○議長（八重櫻友夫君）  畑中議員には再度お願いい

たしますが、議会運営委員会の席におきまして、要旨

について関連質問をいたしましょうという約束事がご

ざいますんで、その点を踏まえまして質問をお願いし

たいと思います。何番の何項の質問要旨ということで

質問していただければ助かりますが、その点をふまえ

て、よろしくお願いします。 

○７番（畑中勇吉君）  新年度予算方針にかかわる内

容についてお尋ねをしたいという。 

○議長（八重櫻友夫君）  ただいまの件でございます

が、議会運営委員会の席でもお話しておりますが、確

かに、ご理解、質問わかります。新年度予算について

はそのとおりでございますんで。ですが、いずれ予算
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委員会の席も準備してございますんで、そちらのほう

で質問していただければ助かりますが、質問要旨に沿

って質問していただきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○７番（畑中勇吉君）  じゃあ、最初の質問の内容に

ついて答弁、はい。 

○議長（八重櫻友夫君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  集落環境整備事業の今

後の工程でございます。 

 23年度予算に基本調査の予算を計上してございまし

て、今まで執行できませんでしたので、その予算を24

年度に繰り越しし、実施してまいりたいと思います。

同時に、排水処理施設に関しては、その調査設計を進

めてまいりたい、そのように考えているものでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  ７番、畑中勇吉君。 

 すみません。再度、村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  大変恐れ入ります。 

 合意形成ができているのかというご質問でございま

した。大変失礼をいたしました。 

 これについては白前、本波地区、大尻地区に何回も

入りまして、合意形成に努めてきたところでございま

す。地元からも、ぜひこの事業を実施していただきた

い、そのような要望をいただいているところです。 

 大変すみませんでした。以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ７番、畑中勇吉君。 

○７番（畑中勇吉君）  ２番の11の項目、つくり育て

る漁業について、再生へのプロセスということなんで

すが、私、このつくり育てる漁業にかかわって、県の

栽培漁業センター、あるいは北部それからアワビに関

しては、重茂と田老などの漁協の施設が再建に向けて

動いていると。平成15年度ごろには、以前の800万個

を上回る供給体制ができると、こういうふうな報道も

されておりました。ただ、この復旧の内容を見ますと、

残念ながら、ほぼもとの位置に建てるというふうなこ

とに私は伺っております。それは、なぜそうかと言い

ますと、揚水ポンプを高台に施設をつくるとなると、

維持経費が多大にかかるということで、危険を予見し

ながら、仕方なく、この施設を今までどおりの場所に

建設すると、こういうふうに私は関係者から聞いてい

るところであります。 

 私、つくり育てる漁業の大元締めのそういうふうな

種苗なり、稚貝生産施設がそういうふうな、また心配

な地域、地区に建てられるということになりますと、

また津波なり、今回のような大きな被災が予想がされ

るわけでありまして、そういうことからいたしますと、

このつくり育てる漁業の、この種苗センター等の施設、

これをもぐらんぴあのトンネル空間等を使ってつくれ

ば最高にいいのではないかというふうなことを考える

わけであります。と申しますのは、高台でもないし、

防災扉等によって津波の浸水を防ぐことは大変可能で

あるということ。それから骨格部分の建物をつくる全

然必要がないというふうなこと、あるいは防災上、水

施設ですから、防災上の消防法等の適用についてもク

リアできる可能性があると、こういうふうなこと等で、

大変有望ではないか。また、磯根資源を守るためには、

ぜひ、このえさ対策が、久慈海域では必要だというこ

とを考えあわせますと、大変いいのではないかという

ふうに思いますが、その点、見解を伺いたいと思いま

す。 

○議長（八重櫻友夫君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  ただいまのご質問にお

答えを申し上げたいと思います。 

 今、議員紹介のありました稚貝放流の復旧施設は漁

協自身が持っている施設でございまして、久慈市の放

流事業は、社団法人岩手県栽培漁業協会の分譲であり

ます、洋野町の種市分譲から稚貝を提供していただい

ているものを、まずご理解願いたいと存じます。 

 それで、ただいま提案のありました、もぐらんぴあ

付近のトンネル活用の点でございますが、稚貝を育て

る施設には莫大な資金が必要でございます。市といた

しましても、今回の震災を検証したとき、市独自、将

来的には市独自の施設の整備が必要かなと、そのよう

に、私個人考えている点もございますので、今の提案

等をいただいて、将来に向けて検討してまいりたい。

そのように思います。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  畑中勇吉君。 

○７番（畑中勇吉君）  ２番の17項目のＪＲ八戸線の

開通見通しの関係で回答いただきました、３月17日に

全線開通ということでありまして、これに係るイベン

トの詳細等おわかりでしたら、お願いしたいと思いま

す。 
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 それから、三鉄もそうなんですが、浸水区域に復旧

するということで、その対策については、避難路、逃

げ道の整備が主なるものだというふうに思っておりま

す。そういうことで、これから高齢化社会に向けて、

津波被災ルートをまた列車が走ると、電車が走るとい

うふうなことで、そういうことで乗車率がどうなのか

なと。特にほかから、県外等から来るお客さん等はそ

ういう部分をどういうふうにとらえるのかなというこ

とで、私はその後の利用の関係が大変心配をしており

ます。ですから、利用等の追跡の調査をして、大きな

変化等がある、懸念されるんであれば、私、国の復

旧・復興の10年間のうちに後押しをして、抜本的な

ルートの改善等を図るべきと思いますけれども、今後

の取り組み方についてお伺いをしたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  大湊総合政策部長。 

○総合政策部長（大湊清信君）  ＪＲ八戸線の再開に

つきましては、ご承知のとおり、３月17日を予定され

ております。私どもといたしましては、やはり、こう

いう被災を乗り越えての初めの鉄道の復旧、再開とい

うことでございますので、ぜひ歓迎ムードを醸し出し

たいというふうなことを考えておりまして、県とか、

洋野町等ともタイアップしながら、これらの列車を迎

えてまいりたいというふうに考えております。 

 当日につきましては、リゾートうみねこという特別

列車を仕立てておりますので、これの対応を考えてお

るところでございます。例えば、乗客の皆様に記念品

をお配りするとか、駅等では、郷土芸能とか、横断幕

による出迎え、それから花束関係の贈呈、それから関

係団体による共催イベント、駅前関係だと思いますけ

れども癩癩失礼しました。歴史路うまいもん横丁、が

んばろう三陸ということで、やませ土風館においての

協賛出店等を考えております。そのほかに、これはお

金はかかりませんが、地域の皆様のご協力を得て、う

みねこ号に、リゾートうみねこ号に手を振ろうという

ふうな沿線での歓迎ムードの醸し出しを企画している

ところでございます。 

 列車運行に当たりましては、再開に当たりましては、

ＪＲ側は、避難ルートの設定、避難路の指定と言うん

ですか、表示までしておりまして、72ルートばかりと

いうふうに伺っておりますが、そういう対策も講じて

いるとのことであります。 

 また、議員ご心配の向きの今後の利用者の動向を踏

まえて、ルート変更ということでございますが、これ

は地元市町村にとりまして、大きな社会基盤でござい

ますので、軽々には、これらを動かすというふうなと

ころまでは行き着かないのかなという、考えていると

ころでございますが、必要があれば、これは検討せざ

るを得ない事態にもあるかなとは思いますが、今のと

ころはそこまでは至っていないというふうなことでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  ７番、畑中勇吉君。 

○７番（畑中勇吉君）  ７番目の質問項目が風力発電

についてであります。これに対する回答でありますが、

風況、社会環境について調査すると、このようにあり

ますが、社会環境、内容ですね。どういうふうな、こ

れまで風力発電が設置されているようなデータも出て

きていると思うんですが、社会環境という、この社会

環境の調査。この内容についてお尋ねをしたいと思い

ます。 

○議長（八重櫻友夫君）  菊池産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（菊池修一君）  ＮＰＯ法人の仕

事人倶楽部が今実施しようとしている風況、風力発電

事業の調査の中で、社会環境の調査という項目がござ

いまして、具体的に申し上げますと、まず一つは騒音

とか低周波の調査。それからシャドウフリッカーの調

査。これは何かと申しますと、風車を建てることによ

りまして、影ができると。これの影響調査ということ

になります。それから電波障害の調査。それから最後

になりますが、４つ目といたしまして、景観調査と、

この４項目について調査を行うということでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  ７番、畑中勇吉君。 

○７番（畑中勇吉君）  私はデータ持ち合わせており

ませんけど、特に人体に影響するような社会環境のこ

の変化。こういう部分については、十分に周辺の説明

会なり、住民等の理解、あるいは、その、よしあし等

を十分説明をして、そして適切な事業実施になるよう

な配慮が必要と思いますけれども、その点についてお

伺いしたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  菊池産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（菊池修一君）  議員おっしゃい

ますとおり、１番風車を建てることによっての人体へ
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の影響というのは、今回公聴会開催して、私も何件か

出席しましたが、非常に皆様の関心のあるところでご

ざいます。これにつきましては、事業実施者でありま

す仕事人倶楽部の理事長のほうからも、対策について

はしっかりと立てたいということで聞いているところ

でございますし、皆様にも説明を申し上げているとこ

ろでございます。１番、この点が重要な点だろうと思

いますので、私ども市といたしましても、今後の調査

等をしっかりと見守りながら、必要に応じて助言指導

してまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番、小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  それでは、髙屋敷議員の質問

に関連いたしまして、何点か質問させていただきます。 

 まず、第１点は、久慈街道踏切の関係ですけど、先

ほど昨年の大震災によって、測量調査等が延期になっ

たから、今年度中、それか来年には工事着手するとい

うことでございますが、これは、私どもはこのＪＲが

普通の状態の場合に、普通って、要するに、通ってい

ないときにやれば１番いいのではないかと思って、こ

の期間内に、３月十何日ですか、開通前にやってくれ

るのかなと、通るたびに見てたんですけど、なかなか、

それが実現しなかったわけですけど、再度、必ず、こ

の事業は行うということであるかどうか、ご確認した

いと思います。お願いします。 

○議長（八重櫻友夫君）  晴山建設部長。 

○建設部長（晴山聰君）  久慈街道踏切の歩道の設置

ということの、工事のこれからの工事についてという

ことであります。 

 内容につきましては、市長からご答弁申し上げたと

おりでありますけれども、今年度の事業の中で、３月

まででありますけども、その中で設計等の発注をいた

します。繰り越し事業の中で、市のほうで詳細な設計

をするわけでありますが、その設計を受けて、今後Ｊ

Ｒのほうで、実際に踏切等の工事をする内容、それか

ら踏切の中には、各駅を結ぶ通信網等が入っているわ

けであります。そういった通信網をどういうふうな形

で、今後工事の中で設計を組んでいくか。あるいは遮

断機をどういうふうな形で移動するか。そういった詳

細な設計をＪＲのほうがやっていきます。そういった

設計等の協議等々が24年度いっぱいかかるのではない

かというふうにとらえております。実際24年度の後半

の中でＪＲと協定を、工事の協定を結んで、25年度に

は工事を実際に行っていただくというふうな手順にい

たろうというふうに考えております。24年度では、今

申し上げたとおり、市のほうの詳細設計、こういった

ものを進めながら、あとＪＲのほうからも工事に向け

た設計をやっていただくというふうな形で進めてまい

りたいというふうにとらえております。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番、小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  ありがとうございます。 

 次に、ドクターヘリ導入関係でございますが、先ほ

ど離発着場ですか、ランデブーポイントとか英語で言

うらしいんですけど、ある程度、絞られているみたい

ですけども、久慈市における離発着場の具体的な場所

等は、今の時点では発表できないものか。もし、でき

ましたら、お教え願いたいと思いますし、またドク

ターヘリなんですけど、矢巾町の岩手医大附属病院の

移転地内からのヘリポートから久慈市まで飛んでくる

わけでございますが、計画ではですね。大体飛行時間

はどれぐらいを見込んでおられるのか、お聞かせ願い

たいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  大湊総合政策部長。 

○総合政策部長（大湊清信君）  ドクターヘリの離発

着場につきましては、今、候補地を35地点というふう

に県のほうから伺っているところでございます。主な

場所につきましては、小中学校、高校関係の校庭が想

定されているところでございます。ただ、これにつき

ましては、今後、所有者関係の了承を得た上で、正式

決定をするというふうに伺っているところでございま

す。 

 それから飛行時間につきましては、実は、矢巾町か

ら50キロ圏を超えておりまして、70キロから80キロぐ

らいあるかなというふうには考えておりますが、飛行

時間そのものについては、導入されるドクターヘリの

性能、まだ私どもは承知しておりませんので、詳しく

はわかりませんが、多分、二十五、六分から30分ぐら

いかなというふうな、私どもとすれば、想定している

ところです。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番、小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  ありがとうございます。とい

うことは、まず向こうから、ドクターヘリになります
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と、お医者さんと看護師さんが久慈のほうに同乗して、

搭乗して、こちらに来られて、それからこちらで患者

さんを乗せて、また向こうに行くということですから、

掛ける２倍の時間がかかるということでございますね。

今ですと、救急車で行きますと、やはり２時間はかか

りますから、その半分ぐらいの時間では病院のほうに

到着できるということでございますね。はい、わかり

ました。 

 次にですね、ジオパーク構想関係でございますが、

実は、このいわて三陸ジオパーク構想、範囲はどこか

らどこまでなのかなということで、私考えて、ちょっ

とある所で聞きましたら、洋野町から陸前高田までの

沿岸12市町村ということでございます。実は、昨年の

２月に、このいわて三陸ジオパーク構想ができまして、

一たん、途絶えたということらしいんですね。そして、

それを改めて、今回、再度この構想を構築しようとい

うことで、結果的には13年４月に申請して、秋の登録

を目指すという形になってるということを聞いており

ますが、この日本ジオパーク認定には、地元の熱い熱

意と言うんですか。要するに、市民の熱い思いが大き

な判断材料、認定の判断の材料になると聞いておりま

すが、その熱意醸成策というものは、どういうふうに

考えられていらっしゃいますでしょうか。お願いしま

す。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  ジオパークについて、

お答えをいたします。今、議員のほうからお話があり

ましたように、内容については、今ご案内のとおりで

ございますが、いずれ地元の皆さんの熱意、まさにそ

のとおりだと思っております。いろんなジオパーク、

いわゆるジオサイトがあるわけでありますので、こう

いったものをしっかりと皆さんでそういう、地質、地

層あるんだというものを理解をし、そしてジオパーク

に、ぜひ認定をしていただくんだという熱い思いと、

そういった関係者の方々の思いというものが大きな要

素になってくるものだろうと、このように思っており

ます。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番、小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  ですから、その熱意の醸成策

ちゅうのをどういうふうに考えてあられるかというこ

とです。 

 それから、２月11、12日と、久慈広域ジオパークガ

イド養成研究会が開催されましたけども、それの内容

といいますか、成果と、それから今後その養成研究会

をどのような形で進めて行かれるのかお尋ねいたしま

す。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  いわゆる醸成策とい

うことでございますが、いずれ今も後段の部分でお話

ありました、この研究会なり、あるいは案内人の養成

なり、そういったものを進めていくというのが一つ大

事になってくると思います。 

 昨日も一般質問の中でご答弁申し上げておりますが、

ジオパークについての研究については、久慈市先んじ

て進めている部分があります。パンフレット等もでき

上がっておりますので、そういったものを活用しなが

ら、これからも勉強会、研究会をいわゆる県のサイト

としてのみじゃなくて、久慈市だけとしても実施をし

ながら、いわゆる案内人であったり、場所の選定であ

ったり、そういったものを研究していただきながら、

このジオサイトについて、今後、まさに、いわゆる教

育観点にも含まれますし、観光面にも含まれてくると

思いますけれども、そういった場所を選定し、さらに

は、そういったものをしっかりと案内できたり、紹介

できるような、そういう形にまで生かしてまいりたい

と、こういう形で取り組んでまいりたいと思っており

ます。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番、小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  他に先んじて頑張っていると

いうことでございますね。そこで、特定非営利活動法

人日本ジオパークネットワークの定款をちょっと見ま

したら、この法人の会員は３種類ありまして、正会員、

それから準会員、それから協賛会員と３つあると。そ

して、その準会員なんですけど、日本ジオパークの認

定を目指す個人及び地域団体で入れますよということ

なんですけど、いかがでしょうか。久慈市、久慈広域

圏としてですね。昔ありましたね、不思議の国の北リ

アスという言葉ありました。最近、聞かんなくなりま

したけども、そのような名称でもいいですけど、まず

は準会員でも登録されて、リーダーシップを発揮され

るというような考えございませんか。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  いずれ、そういった

ことも、ぜひ視野に入れて、取り組んでいきたいなと
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思っております。いわゆる久慈市のみならず、久慈広

域全体にもそういうジオサイトという部分がたくさん

あろうかと思いますので、皆さんとそういう部分を共

有しながら、今ご提案のありました部分も視野に入れ

ながら検討してまいりたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番、小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  それでは、次に再生可能エネ

ルギー関係でございますが、昨年の11月あたりですか、

メガソーラーの候補地として、久慈市にも５カ所等々

あるということで、それが発表されまして、県のほう

でメガソーラー導入候補地紹介申請書というのを出し

たわけでございますが、これの結果といいますか、久

慈市のほうに対する申請書、何点か出ましたでしょう

か。いかがでしょうか。 

○議長（八重櫻友夫君）  菊池産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（菊池修一君）  県が実施してい

る太陽光大規模発電に係る、候補地に係る、今、ご質

問でございますが、当市に対しましても、何社かから

は情報提供の依頼が、申請があったところでございま

す。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番、小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  海洋発電研究拠点整備事業。

ご存じだと思いますけど。要するに、海洋エネルギー

を利用しての再生エネルギーですね。波力、風力、そ

れから潮力等を利用してのこの発電事業。これに岩手

県としても手を挙げて、今回、新聞報道によりますと、

11年度補正予算１億4,000万円を計上して、調査を開

始するということなんですけども、久慈市としてはこ

のようなことに、この企画に対して、計画に対してど

のようにかかわっていく考えであられるか、お聞かせ

ください。 

○議長（八重櫻友夫君）  菊池産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（菊池修一君）  議員がおっしゃ

られている事業の中身について、きのうお答えした中

身であれば、これから来年度の予算で文科省が東北復

興次世代エネルギー研究開発プロジェクトというのを

進めるということで、それは何かといいますと、三陸

沿岸において活用が期待される火力などの海洋エネル

ギーの、再生可能エネルギーの実証研究ということで

ございます。これにつきましては、今取り組もうとし

ている大学等に対しては、当市におきまして、いろい

ろな情報提供を県とともに一緒にやっているというと

ころでございます。できれば、この久慈湾の中で試験

を、実証試験をやっていただけるように、私ども鋭意

要望などを行っていきたいというふうに考えてござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番、小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  今、ご答弁ありましたように

なりますと、本当に夢が持てて、すばらしいものでは

ないかと、そのように思っております。また、海岸か

ら見える丘陵地帯には、たくさんの風力発電が並び、

洋上にも風力発電が並びと、こういうことをイメージ

しますと、ちょっと本当に再生エネルギー基地として

の役割が果たせるような久慈になるのではないかなと、

そういうように思っておりますが、一つだけ、ちょっ

と、気がかりなことがあるんですけど、いずれ何とか

なるんだろうと、結果、結論は出るんだろうと思いま

すが。実は、昨年施行されました電力の全量買い取り

を義務づける特別措置法がことしの４月から実施され

るということで、いろんな会社が、要するに、風力発

電とか、メガソーラー等々を計画しているわけですが、

いまだに固定価格といいますか、売電価格が決まって

ないし、また、電力会社に買い取りを義務づける期間

も決まってないということで、非常に二の足を踏んで

いると聞いておりますけども、そこら辺の問題は当局

ではどのように考えてらっしゃいますでしょうか。 

○議長（八重櫻友夫君）  菊池産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（菊池修一君）  今、議員がおっ

しゃられたとおりの、私どもも認識を示しておりまし

て、やはり買い取り価格が決まらないうちは、なかな

か事業者として一歩を踏み出せないような状況ではな

いかというふうに思ってございます。さきにご質問い

ただきました県で行っている大規模太陽光発電のいろ

いろと問い合わせはあるんですが、全くまだ問い合わ

せがあっただけで、実際の動きがございません。それ

も恐らく４月の固定価格買い取り制度をにらんで動き

をするのではないかというふうには考えてございます。

いずれ、それが決まってからの動きが具体的になるも

のだろうというふうにとらえております。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  13番、小栁正人君。 

○13番（小栁正人君）  ぜひにも、いい方向に結果が



－130－ 

なればいいなと期待しております。 

 次に、エコツーリズム。これはエコツーリズムに限

らず、このツーリズムという言葉がよく使われるんで

すね。先ほどのジオパーク関係でもジオツーリズムと

いうことで、ルートをですね、旅行ルート等々を決め

る云々の話があるわけですけど、このツーリズムを作

成する上において、当局が重要視されている点。例え

ば、時間だとか、経費だとか、そこら辺、いろいろあ

ると思うんですけど、これからツーリズム。それこそ

たくさん提示していかなければいけないと思うんです

よね。観光で頑張っていくとしましたら。そういう意

味での基本的お考えをお聞かせください。 

○議長（八重櫻友夫君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  エコツーリズム、い

わゆるツーリズム。お話しのように、グリーンツーリ

ズムであったり、エコツーリズムであったり、いろん

なツーリズムが出てまいります。私は、一つのこの考

え方として、市と市の観光の振興という部分で、体験

型の観光を進めていくんだと。そしてまた、滞在型を

進めていくんだという観点からすれば、先ほど来、も

う出ております教育旅行も初め、一般観光もそうであ

りますけども、いわゆる、ここのそういう、先ほど出

てまいりましたジオパークもそうでありますが、そう

いったものを一つ一つ、この観光のルートとして、設

定をして、そして昨日も申し上げましたけれども、食

もその中に含めながらそのルート設定をしていく。そ

して多くの方々にお出でをいただけるような観光推進

を図ってまいりたい。そういった観点からも、この

ツーリズムというものも一つの重要なポイントになっ

てくると、このように思っておりますので、そういう

考え方で、この観光施策に当たってまいりたいと、こ

う思っております。 

○議長（八重櫻友夫君）  14番、堀崎松男君。 

○14番（堀崎松男君）  それでは、髙屋敷議員の一般

質問に関連いたしまして、何点かご質問をしたいと思

います。 

 まず、第１点でございますが、つくり育てる漁業、

先ほど来、いろいろと話があっております。ご承知の

とおり、つくり育てる漁業の中で、久慈市にとっては、

アワビ、ウニ、サケが主要漁業なわけでございますけ

れども、アワビ、ウニの施設については、全滅したよ

うな、種苗施設、全滅したような状況になっておりま

して、再開に向けてもウニにつきましては、北部が今

年度100万個はつくれるんじゃないかという状況で現

在動いておりますし、また南部のほうのアワビ種苗に

つきましては、昨年につき、ことしも無理だというこ

とでございますが、北部の種市で、昨年度末ですか、

母貝をとったという情報も入っております。ですから、

24年度はもう放流できないという状況で、25年度から

若干の再開をできることを期待してはおりますけども、

先ほど、市長からは、今年度震災後の水揚げは平年並

み、久慈地区は平年並みであったということにつきま

しては、これについては、北海道函館からの支援船、

支援いただいた船ですね。それらが大いに活用された

と思って、当局には大変ありがたく思っているところ

でございます。しかしながら、２年、３年後を見ると、

種苗放流をできない状況がまた響いてくるのじゃない

かなというのが久慈地区の心配事だなと私は感じてお

ります。特に久慈地区の捕獲率ですね、育成種苗の捕

獲率は大体50を超えておる時期に入ってきております。

ですから、２年やらないということは、２年後、３年

後まで響くなという状況になっておりますので、その

点では非常に難しいのかなと思っておりますが、昨年

は県外産種苗を輸入しようとしたところ、ウイルス病

の発生が心配されるということで、いろいろと県のほ

うとも折衝したわけですが、これもかなわなかったと

いうことでございまして、今年度は情報によりますと、

何か県外産種苗の導入については検討中。国としても

検討したいという方向になっておるようでございます。

我々もそれに向けて期待をしているわけですが、その

辺の情報を、昨年度ウイルス病が果たして本当に厳し

かったのかなという情報等がございましたら、お聞か

せ願いたいということと、さらに、県外産種苗の導入

した場合の助成事業のあり方ですね。ご支援できるの

かどうかと。この辺についても、もし考えありました

ら、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  お答えを申し上げたい

と思います。つくり育てる漁業の推進につきまして、

放流事業は本当に大事な事業でございます。現在の状

況を私自身も大変心配しているところでございます。 

 それで、２点質問をいただきましたけども、病気の

発生を心配して、漁協では県外産の稚貝を求めないと

いうことでございまして、今の状況はどうかなという
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ことでございますけども、県のほうにおいて、全額国、

県の補助で種苗確保をいたす事業がございます。市長

からも答弁申し上げましたけども、それは栽培漁業推

進対策事業という事業でございますが、これをもって、

県のほうで確保してまいる方向にございます。久慈市

漁業協同組合から伺ったところによると、この事業を

導入するかどうかは、今後の県等の指導等を受けなが

ら決定してまいりたいというお話を伺っているところ

でございます。 

 助成制度は、今申し上げましたとおり国のほうで３

分の２、県のほうで３分の１措置しまして、受益者負

担はないということになってございます。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  14番、堀崎松男君。 

○14番（堀崎松男君）  今の件で一つ答弁なかったけ

ん。昨年はウイルス病発生ということでございました。

その事例がなかったかどうかということについては、

どうかということ。今年度の状況、ウイルス病が本当

にまた今年度も出るのかなという心配も考えておりま

す。ですから、本当にあったのかないのか。その辺も

わかりましたら、お伝え願いたい。 

○議長（八重櫻友夫君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  病気の発生は、私の所

には、そのような情報がなくて、私はないものといた

だいているところでございます。 

 以上です。 

○議長（八重櫻友夫君）  14番、堀崎松男君。 

○14番（堀崎松男君）  それでは、次に、風力発電の

関係でございますけれども、多分、私の地区でもあり

ましたけれども、地域説明会が各地で開催されたと思

っております。新聞では一部報道されましたが、大体

私の地区で出たのが出てましたから、大体わかります

けれども、地区はわかりますが。私の地区外を含めて、

住民からどのような要望があったのか、その辺につい

てもお聞かせ願いたいということと、それから既に試

験等の立地場所がある程度定まっているんじゃないか

なというような説明もあったように伺っておりますが、

その辺についてはどうなのか、お聞かせ願いたいと思

います。 

○議長（八重櫻友夫君）  菊池産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（菊池修一君）  風力発電事業に

係ります公聴会での市民の皆様からいただいた意見等

ということでございますが、先般、新聞報道でなされ

たものがほとんどでございます。やはり、皆さん、心

配しておられるのが一つには、土地改変による土砂の

流出だとか、あるいは牛への影響はどうなのかと、あ

るいは人体への影響っていうのはどうなんでしょうか

と。これはやはり近くに葛巻の例がございまして、皆

さん結構、葛巻の風力を視察をしてらっしゃって、そ

のときに非常に大きな騒音が出たとか、そういったこ

とを踏まえてのご質問が結構多かったというふうにと

らえてございます。 

 それから、ポールの設置場所、調査の設置場所でご

ざいますが、これはできれば早い段階で事業者として

は調査にかかりたいという意向もございますので、既

にポールを建てる場所というのは決まっております。 

 以上でございます。 

○議長（八重櫻友夫君）  14番、堀崎松男君。 

○14番（堀崎松男君）  それでは、最後の質問にしま

すけども、先ほど、水道事業、山形地区の水道でござ

いますが、これについては皆さんも既にご承知のとお

り、山形町幾度となく濁流、水が濁ったりなんかして、

非常に生活に苦慮しているような状況でございます。

先ほど来、ＧＣＢあるいはその完成の見通しも聞きま

したけれども、やはり、私は、できるだけ早くこれに

ついてはやっていただきたいと要望をしておきます。

その辺についての決意をお願いしたいと思います。 

○議長（八重櫻友夫君）  晴山水道事業所長。 

○水道事業所長（晴山聰君）  山形町の統合冠水にか

かわっての件でございますけど、いずれ24年度から事

業を着手いたしまして、調査等は大体終えております。

あとは工事が順調に進んでいくことを私たちは願って

いるわけであります。いずれ市長からもご答弁申し上

げましたとおりに、平成28年度には一部供用開始がで

きるように努めてまいりたいというふうに思っており

ます。 

 以上であります。 

○議長（八重櫻友夫君）  再質問、関連質問を打ち切

ります。 

 この際、昼食のため、休憩いたします。再開は午後

１時といたします。 

    午後０時05分   休憩   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

    午後１時00分   再開   
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○副議長（下舘祥二君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 次に、創政会代表、桑田鉄男君。 

    〔創政会代表桑田鉄男君登壇〕 

○10番（桑田鉄男君）  私は創政会を代表し、市長並

びに教育長に一般質問を行います。 

 ２月も本日で終わり、あと11日で昨年３月11日に発

生した東日本大震災から満１年を迎えます。改めまし

て、犠牲になられました方々にお悔やみ申し上げます

とともに、復旧・復興が進んだとはいえ、今なお生活

の再建がかなわない状況の中にある多くの被災された

方々にお見舞いを申し上げます。 

 ５番目の登壇ということで、前の質問者と重複する

質問項目もございますが、割愛することなく、通告に

従い質問させていただきます。 

 最初の質問は、市長市政方針演述についてでありま

す。 

 市長は、他地域にも貢献しうる電力供給の拠点都市

及び他地域にも貢献し得る食料供給基地を目指すとし

ておりますが、その実現のために、具体的にどのよう

な施策を考えておられるのかお尋ねいたします。 

 第２の質問は、再生可能エネルギーの推進について

であります。 

 国、県でも、その導入に向けて積極的な施策、支援

策を打ち出しております。これを受けての当市の取り

組み状況と推進策をお示し願います。 

 第３の質問は、東日本大震災についてであります。

当市では、他自治体に先駆けて、昨年７月22日にいち

早く復興計画を策定いたしました。復興計画の推進に

当たっての、より具体的な復興実施計画についてはど

のようになっているのかお尋ねいたします。 

 ２点目は、１月末に１回目に申請をされました復興

交付金事業計画の事業費と、主な事業内容についてお

示しを願います。 

 第４の質問は、久慈港湾口防波堤整備による静穏域

の利活用についてであります。 

 湾口防波堤完成による1,200ヘクタールの静穏域の

利活用について、現在の検討状況についてお伺いいた

します。 

 第５の質問は、ドクターヘリについて２点質問いた

します。 

 １点目は、岩手県ドクターヘリについてであります。 

 いよいよ５月上旬、本格運航開始とのことでありま

すが、その準備の進捗状況についてお尋ねいたします。 

 ２点目は、ことし10月にも、青森県のドクターヘリ

が、青森市の県立中央病院と八戸市立市民病院に、各

１機配備されることとなったようであります。救命に

有効とされる半径50キロ、矢巾町からだと有効範囲に

含まれず、八戸市からだと含まれる当地域にあっては、

基地となる八戸市民病院との県境を越えた連携が有効

と言われておりますが、その検討がされているのかお

伺いいたします。 

 第６の質問は、新火葬場及びし尿処理場の整備につ

いてであります。 

 新火葬場整備の進捗状況と、老朽化が著しいし尿処

理場改修に向けての検討状況をお示しください。 

 第７の質問は、保育料の軽減による子育て支援策に

ついてであります。私は、これまでも、第３子以降の

保育料無料化を訴えてまいりました。市当局のご英断

により、何回か第３子以降の保育料の軽減にも取り組

んでいただき、現行は一律50％となっております。 

 第３子以降の無料化など、さらなる保育料の軽減を

含めた子育て支援策についてお伺いいたします。 

 第８の質問は、農業者個別所得補償制度についてで

あります。農業者個別所得補償制度の規模拡大加算の

利用に係る要件が厳しく、利用しにくいとのことから、

その緩和を求めるべきとの声がありますが、考え方を

お伺いいたします。 

 第９の質問は、観光振興についてであります。１点

目は、当市観光の目玉でもある地下水族科学館もぐら

んぴあの再開に向けての取り組み方を問うものであり

ます。 

 ２点目は、今年４月から６月にかけて開催される岩

手デスティネーションキャンペーンについて、当市に

おける位置づけ等、予定している事業をお伺いいたし

ます。 

 第10の質問は、街なか再生について２点質問いたし

ます。 

 １点目は、中心市街地活性化に向けた今後の取り組

み方、２点目は、駅前再開発整備計画の考え方につい

てお尋ねいたします。 

 第11の質問は、土木行政についてであります。 

 １点目は、市民協同道路維持補修事業について、要

望の多い同事業のこれまでの事業実績と、今後のこの
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事業の推進策について、また根井青少年会館入り口道

路の、この事業での補修の考え方についてお伺いしま

す。 

 ２点目は、東日本大震災からの復興道路と位置づけ

られる八戸久慈自動車道、三陸北縦貫道路、早期完成

が望まれますが、その取り組み状況についてお尋ねい

たします。 

 ３点目は、大川目仲小路地区パーシモン大川目の公

園整備について、子供、老人等の憩いの場を目的とし

た遊具、いす等設置の考え方をお聞かせ願います。 

 最後に、教育行政について４点質問いたします。 

 １点目は、一部増改築はあったものの、築50年にな

る久慈湊小学校の移転新築の考え方について問うもの

であります。 

 ２点目は、新野球場の建設について、地権者の意向

等を調査しているとのことでありますが、建設場所等、

今後の進め方についてお尋ねします。 

 ３点目は、この４月からの中学校体育の武道必修化

について、その取り組み状況についてお伺いします。 

 ４点目は、部活動の大会参加費用負担についてであ

ります。久慈中学校吹奏楽部が、大会出場の際に楽器

の運搬に苦慮したとのことでありますが、このような

場合の経費負担の考え方についてお尋ねいたします。 

 以上で、登壇しての私の質問を終わりますが、長年、

市職員として市政発展に尽力され、特にこの１年は、

千年に一度と言われる大災害への対応でご苦労をされ、

この３月末をもって退職されます職員の皆様のこれま

でのご労苦に、敬意と感謝を表したいと思います。今

後におきましても、健康には十分に留意をされ、豊富

な経験と知識をもって私どもをご指導くださいますこ

とはもとより、引き続き市政発展にご協力いただきま

すことをお願い申し上げ、降壇いたします。 

○副議長（下舘祥二君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  創政会代表、桑田鉄男議員の

ご質問にお答えをいたします。 

 最初に、市長市政方針演述についてお答えをいたし

ます。 

 復興計画の策定に当たりましては、復興が単に久慈

市の復興にとどまるのではなく、他地域にも貢献し得

る復興でありたいという共通理念を掲げたところであ

ります。 

 すなわち、過度の化石燃料や原発への依存から脱却

し、再生可能エネルギーの供給基地を目指すとともに、

徹底した安全・安心な農林水産物の供給にこだわって

まいりたいといったようなメッセージを復興計画に込

めたものであります。 

 具体的には、太陽光、風力、バイオマス等に係る再

生可能エネルギーの実証、研究に取り組んでまいりま

すほか、園芸団地、圃場、水産加工施設の整備、短角

牛のブランド化等を通して、再生可能エネルギー、安

全・安心な食料の供給基地としての一翼を担ってまい

りたいと考えております。 

 次に、再生可能エネルギーの推進についてお答えを

いたします。 

 まず、市の取り組み状況につきましては、改築中の

久慈小学校に太陽光発電システムの設置を進めており

ますほか、環境省の地域グリーンニューディール基金

を有効に活用しながら、順次、他の公共施設にも設置

してまいりたいと考えております。 

 また、昨日の新政会代表、泉川議員ほかにお答えい

たしましたとおり、風力発電及び太陽光発電について

は、民間事業の調査等が進行しておりますことから、

市といたしましても、事業化に向けた調査に協力を行

いますほか、市民や民間事業者の太陽光発電システム

や、ＬＥＤ照明器具の導入を支援するなど、再生可能

エネルギーについて積極的に推進してまいりたいと考

えております。 

 次に、東日本大震災についてお答えをいたします。 

 まず、復興実施計画につきましては、７月22日に策

定した久慈市復興計画に基づき、11月に計画事業の集

約を行ったところであります。最終的な策定につきま

しては、平成24年度当初予算及び復興交付金事業の調

整結果をもって、３月中に策定することといたしてお

ります。 

 次に、１月末に提出した第１回目の復興交付金事業

計画の内容でありますが、平成23年度から27年度まで

の５年間で、水産業共同利用施設復興整備事業、避難

路・避難道路整備事業など、32事業、147億8,405万

5,000円となっているところであります。 

 この事業計画のうち、平成23年度及び24年度事業計

画の２カ年分に対しまして、今週中に配分可能額の通

知がある見込みであり、その後、これを受けて各省庁

への事業交付申請を行い、３月中に復興交付金の交付
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決定がある予定となっております。 

 次に、久慈港湾口防波堤整備による静穏域の利活用

についてお答えをいたします。 

 久慈港湾口防波堤は、全長3,800メートルにも及ぶ

一大プロジェクトでありますが、静穏度の改善効果が

早期に発現すると見込まれる南堤から優先的に整備を

進めているところであります。 

 南提の概成を見据えた取り組みとして、静穏域の利

用方策を調査・研究する目的で、平成21年に庁議メン

バーを構成員とする久慈湾利活用研究会を設置し、こ

れまでに養殖事業、洋上風力発電事業及びシップリサ

イクル事業について調査を行ってきたところでありま

す。 

 まず、養殖事業では、サーモン、クロマグロ及びエ

ゾイシカゲガイの３件について調査を行ったところで

あります。 

 また、洋上風力発電事業では、国内初の洋上風力発

電施設を整備した北海道瀬棚町を視察いたしましたほ

か、シップリサイクル事業では、民間事業社２社及び

国のパイロットモデル事業の視察のほか、関係省庁等

へのネットワークの構築を図ったところであります。 

 現段階では、直ちに事業化できる状況には至ってお

りませんが、今後も研究会において調査・研究を継続

してまいりたいと考えております。 

 次に、ドクターヘリについてお答えをいたします。 

 昨日の政和会代表、大沢議員ほかにお答えいたしま

したとおり、３月中にドクターヘリの離着陸場が決定

され、その後のシミュレーション運航を経て、５月に

は本格運航が開始されるものと承知いたしております。 

 また、青森県との県境を越えた運航につきましては、

配備が予定されている八戸市民病院から効果的な出動

範囲とされます半径50キロ圏内にあり、当地域の医療

環境が大きく向上することが期待されますことから、

県に対し運航の協議を推進するよう強く求めていると

ころであります。 

 次に、新火葬場及びし尿処理場の整備についてお答

えをいたします。 

 久慈地区火葬場整備事業の進捗状況についてであり

ますが、昨年８月から進めていた施設整備に係る基本

設計業務を完了し、現在、実施設計業務を進めている

ところであり、引き続き実施設計業務及び建設工事の

入札など、工事発注に向けた取り組みを進めてまいり

たいと、久慈広域連合から伺っているところでありま

す。 

 また、久慈地区し尿処理場の整備の検討状況につい

てでありますが、これまでに施設の規模、処理方式等

の検討を行い、候補地選定に向けた検討を進めている

ところでありますが、東日本大震災等への対応から、

一時的に中断を余儀なくされた状況であり、引き続き

候補地の選定に向けた取り組みを進めてまいりたいと

久慈広域連合から伺っているところであります。 

 次に、保育料の軽減による子育て支援についてお答

えをいたします。 

 まず、保育料についてでありますが、現在、同一世

帯から２人以上の児童が保育所入所の場合、保育料は

２人目を半額とし、３人目以降については無料とする

ほか、平成20年度から世帯の第３子につきましても、

一律に50％軽減の市独自策を講じているところであり

ます。 

 このことにより、平成22年度の国の徴収基準額に対

する市独自の軽減率は約27.7％となり、軽減額は約

8,640万円となっているところであります。 

 また、今年度において、東日本大震災の被災者に対

し、保育所及び放課後児童クラブの保育料を減免し、

支援をしたところであります。 

 今後も、引き続き保育料の軽減、施設整備等の保育

環境及び乳幼児医療の充実、支援センターにおける子

育て相談など、子育て家庭に対する一層の支援に努め

てまいりたいと考えております。 

 次に、農業者個別所得補償制度についてお答えをい

たします。 

 規模拡大加算は、平成23年度の農業者個別所得補償

制度の本格実施に伴い導入されており、農地の面的集

積を支援するものであります。 

 現在、国におきましては、今年度の交付申請状況を

踏まえ、規模拡大加算を含む制度全体の検証を行って

いるところであります。 

 市といたしましては、国の動向を注視するとともに、

制度の周知を丁寧に行い、農業者が有効に活用できる

ように努めてまいりたいと考えております。 

 次に、観光振興についてお答えをいたします。 

 まず、もぐらんぴあ再開に向けての取り組み方につ

いてでありますが、昨日の政和会代表、大沢議員にお

答えいたしましたとおり、文部科学省の補助を活用し、
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現在の場所に復旧することといたしております。 

 なお、復旧事業の完了は、平成25年度末を予定して

おります。 

 次に、岩手デスティネーションキャンペーンについ

てでありますが、昨日の新政会代表、泉川議員にお答

えいたしましたとおり、「いわてＤＣ」と「東北観光

博覧会」が同時に開催されるこの機会をチャンスとと

らえ、当地域に多くの方々が訪れていただけるよう、

関係機関等との連携を強化し、観光誘客を推進してま

いりたいと考えております。 

 次に、街なか再生についてお答えをいたします。 

 まず、中心市街地活性化に向けた今後の取り組みに

ついてでありますが、平成19年５月に内閣総理大臣の

認定を受けました久慈市中心市街地活性化基本計画に

基づき、やませ土風館の建設を初めとした全46事業を

実施してきたところであります。 

 基本計画に掲げた３つの目標指標中、定住人口に関

する指標の達成は難しい状況にありますが、内閣府か

らは、第２期の基本計画を策定して、さらなる中心市

街地の活性化を図るべきとの意見をいただくなどいた

しており、本年３月末で計画期間が終了する現在の基

本計画を１年間延長しながら、改めて平成24年度中に

第２期の基本計画の案を策定し、内閣総理大臣の認定

を目指すことといたしております。 

 次に、駅前再開発整備計画の考え方についてであり

ますが、平成24年度中に第２期の中心市街地活性化基

本計画の案を策定することといたしております。 

 現行計画による事業の効果の分析や評価を行った上

で、中心市街地の活性化に真に必要であると思われる

事業を厳選して登載する必要があります。 

 その一連の作業の中で、駅前再開発の必要性につい

ても十分に検討してまいりたいと考えております。 

 次に、土木行政についてお答えをいたします。 

 まず、市民協働道路維持補修事業についてでありま

すが、この事業は平成18年度から、多くの地区で側溝

整備などを行ってきたところであり、平成22年度まで

に延べ49カ所、事業費で2,193万6,000円、今年度は11

カ所で事業が完了し、今年度内に１カ所実施する予定

となっております。 

 今後におきましても、市民と行政の協働によるまち

づくりが重要であるととらえており、財政状況等を勘

案しながら鋭意取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、根井青少年会館への入り口道路の補修につい

てでありますが、この道路は市道滝線に接続する法定

外公共物、いわゆる赤線であり、市民協働維持補修事

業が可能な路線でありますことから、地域からの事業

採択申請基づき、補修の緊急性、地域の熟度等を勘案

しながら事業採択について検討する考えであります。 

 次に、八戸・久慈自動車道及び三陸北縦貫道路につ

いてでありますが、昨日の新政会代表、泉川議員ほか

にお答えいたしましたとおり、三陸沿岸道路としてお

おむね10年で前線完成を目指すといたしており、未事

業化区間の測量及び地盤調査に伴う立ち入り説明会の

開催や各種調査、協議等について鋭意取り組んでまい

りたいと、三陸国道事務所から伺っているところであ

ります。 

 次に、大川目町仲小路築のパーシモン大川目の公園

整備についてでありますが、この公園は、平成12年に

岩手県住宅供給公社による住宅地開発により、市に寄

附されたものであります。 

 近年、住宅の建築が進み、住居者もふえております

ことから、良好な住環境にするためにも、公園の整備

が必要であると認識いたしておりますが、市内には宅

地開発で寄附された公園が多数あり、その多くが未整

備の状態になっております。 

 今後、同様の公園整備に当たりましては、地域と行

政が一体となって整備を進める手法として、協働また

は各種助成制度の導入について助言・検討をしてまい

りたいと考えております。 

 以上で、創政会代表、桑田鉄男議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  創政会代表、桑田鉄男議員

の教育行政についてのご質問にお答えをいたします。 

 最初に、久慈湊小学校の移転新築についてお答えを

いたします。 

 久慈湊小学校は、昨年３月11日に発生した東日本大

震災・大津波により、校庭を初め、校舎の職員玄関、

校舎及び屋内運動場の床下が浸水する被害を受けたと

ころであります。 

 こうしたことから、津波浸水予想地域内にある現在

の久慈湊小学校につきましては、子供たちが安全かつ
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安心して学べる環境を整えることが重要であると考え

ており、津波浸水予想地域外への移転を含め、復興交

付金事業としての可能性について、岩手県教育委員会

を通じ国に働きかけを行うなど、検討しているところ

であります。 

 次に、新野球場の建設についてでありますが、建設

場所につきましては、自然条件、社会的条件、保安林、

埋蔵文化財等の法的規制等の検討を重ね、６カ所の候

補地について選定し、優先順位を決定したところであ

り、昨日の政和会代表、大沢議員にお答えいたしまし

たとおり、防災機能を備えた施設としての建設を視野

に入れ、復興交付金事業や災害復旧事業の適用等につ

いて、国や県と協議しているところであり、建設実現

に向けて鋭意努力してまいりたいと考えております。 

 次に、中学校体育の武道必修化についてお答えをい

たします。 

 取り組みにつきましては、昨日の新政会代表、泉川

議員ほかにお答えをいたしましたとおり、各校におけ

る指導計画、安全面への配慮事項、段階的な指導方法

等について調査し、柔道の授業が充実し、重大な事故

等が発生しないように具体的に指導するとともに、体

育施設や用具等の授業環境における安全面にも十分に

配慮するよう指導に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 最後に、部活動の大会参加費用負担についてであり

ますが、久慈中学校吹奏楽部が、全日本アンサンブル

コンテスト岩手県大会で金賞に輝き、東北大会に出場

したことにつきましては、市内小中学校の吹奏楽を学

ぶ児童生徒の大きな励みになったものと思っておりま

す。 

 全日本アンサンブルコンテスト東北大会への出場に

当たっては、久慈市小中学校文化・体育大会補助金交

付要綱に基づき、大会に出場する生徒及び引率者の交

通費、宿泊費及び参加費の３分の２の補助を行ってい

るところであり、これまでに他の文化・体育大会への

補助と均整のとれた補助金であると考えております。 

 以上で、創政会代表、桑田鉄男議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問、関連質問を許しま

す。10番桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  答弁をいただきました。何点

か再質問をさせていただきます。 

 ２番の再生可能エネルギーの推進についてでござい

ます。古い話を持ち出して申しわけないんですが、平

成13年の２月に久慈市新エネルギービジョン、これは

新エネルギーの活用及び省エネルギー対策を有機的に

展開するエコエネルギータウンを目指した、本市にお

ける総合的な新エネルギービジョンの策定ということ

で策定したようでございますが、現在、これはどうな

っているんでしょう。このことについてお尋ねをしま

す。 

○副議長（下舘祥二君）  菊池産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（菊池修一君）  今お尋ねのあり

ました平成13年の２月に久慈市、旧久慈市のほうで策

定しました新エネルギービジョンの現状といいますか、

そういうお尋ねでございますが、合併前につくられた

ものということではありますが、同じように旧山形村

でも平成15年の２月にエネルギービジョンを策定して

おります。 

 実は、本来であれば合併当時に、またエネルギーに

ついてのいろんな議論を踏まえた上で、どうするかと

いうものを進めることが理想だったと思いますけれど

も、なかなかスポットが当たらなかったということも

ありまして、現在に至っているものでございまして、

現状でもまだ、基本的にはこのビジョンが生きている

といいますか、そういう状況にございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  いずれ13年２月旧久慈市で策

定をしたこのビジョンがまだ生きているということの

ようでございます。 

 私が、これで注目をしたのは、このビジョンは短期、

中期、長期とあるんですが、長期は10年以降というこ

とで、これからいけば平成23年以降になるんですが、

その中身、久慈湾エコ・エネルギー整備事業というの

がございます。恐らくこの中でだと思うんですが、湾

口防波堤を基礎とした風力発電施設を、たしか６基だ

ったと思うんですが、試算をしてるのがあったようで

ございます。先ほど、午前中の質疑の中であったんで

すが、いわゆる社会実験といいますか、そういうこと

で、騒音とか低周波とかという話もあったんですが。

このときも、いずれ陸地につくる、住宅等があるとこ

ろにつくれば、いわゆる騒音等のことがあるので、こ

の湾口防波堤を基礎としてそこにというので試算をし
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たようでございますが、このことについてはその後ど

ういうふうになっているのかについてお尋ねをします。 

○副議長（下舘祥二君）  菊池産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（菊池修一君）  私、ちょっとよ

く存じ上げませんが、かつて議員さんおっしゃいまし

たように、そういった絵を描いた時期があったという

ふうに思ってございますが、今現在、先ほど申し上げ

ましたように、なかなか湾口防波堤との兼ね合いがご

ざいますので、それの完成を見据えた中での総合計画

ということでございますので、今、その部分について

は進捗をしていなかったというふうに理解をしており

ます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  わかりました。古い話を持ち

出して、大変恐縮でございます。 

 あと風力の関係で、仕事人倶楽部、調査に入るとい

うことのようなんですが、以前、侍浜そして平沢で風

況調査をした経緯があると思います。これは恐らくＮ

ＥＤＯの関係だったかなと思うんですが、そのときの

調査の結果等については、いわゆる今度調査に入る仕

事人倶楽部等に提供してるのかどうかについてお尋ね

をします。 

○副議長（下舘祥二君）  菊池産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（菊池修一君）  議員お話しまし

たように、かつて久慈市の地域でＮＥＤＯによる調査

を行われたということは私も承知をしておりますが、

今回の仕事人倶楽部が調査事業を行うに当たっては、

特には、私どものほうからは、事業の調査結果につい

ては提供してはございません。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  次に、東日本大震災の関係の

１番の実施計画についてでございます。先ほどの答弁

で、いろいろなことを検討しながらこの３月中に策定

をするということでございます。復興計画なり、その

ビジョンについては、議会にも全員協議会等でお知ら

せがあったわけでございますが、この実施計画、これ

は復興計画をより具体的にしたものかなと、そういう

ふうに思うんですが、それらについては、議会に対し

てはどのように考えてるのかについて尋ねをします。 

○副議長（下舘祥二君）  大湊総合政策部長。 

○総合政策部長（大湊清信君）  復興計画の実施計画

につきましては、今現在、復興交付金事業等の調整を

いただいておりますので、それが確定した段階で取り

まとめてまいりたいというふうに考えております。 

 これまでも、基本計画等の実行計画につきましても、

公表という手段までは行っておりませんが、それが予

算の中に反映されてくるということで、そこのところ

でご承知おき願いたいというふうに考えているところ

でございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  次の復興交付金のことにもか

かわるんですが、この事業の計画の申請に当たっても、

いわゆる議会等にも計画等を示したところもあるよう

でございます。いわゆる当局、議会が同じ認識を持っ

てやはりやっていくためには、しかるべきときには、

やっぱりこういうことについて全協等で説明等がある

べきかなと思うんですが、再度お尋ねをします。 

○副議長（下舘祥二君）  外舘副市長。 

○副市長（外舘正敏君）  議会に実施計画を示せって

いうことでありますけれども、今部長の方からも答弁

がございましたけれども、いずれ復興交付金について、

今申請をしています。この復興交付金については、１

回ではない、これから２回、３回というふうなことで

申請をしていくわけです。物によっては非常に不透明

な部分もございます。そういうふうなことから、なか

なかきちっとしたものを、１回目に示せないっていう

ことを、そういう事情もございますので、いずれ、今、

議員おっしゃったようにしかるべき時期には、やはり

議会のほうにも、これは示していかなければならない

というふうに思いますので、そこはご理解をいただき

たいと思います。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  大湊総合政策部長。 

○総合政策部長（大湊清信君）  交付金事業の実施計

画につきましては、これは公表するということで取り

決めされておりますので、その内容については、時期

を失しないように公表してまいりたいというふうに考

えております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  そういうことで、ぜひお願い
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をしたいなと思います。 

 次に、久慈港湾口防波堤整備による静穏域の利活用

についてでございます。これは、以前にも、私も何回

か取り上げてございます。最初は、いわゆる静穏域を

利用した漁業振興なり、レジャーといいますか、海洋

レジャーの基地となるというふうなことでのお話でご

ざいました。 

 先ほどの答弁では、21年の７月に利活用研究会を立

ち上げたということでございます。これは、先ほど市

長の答弁にもあったんですが、平成28年ごろの南提の

完成を見据えたということで、水産振興部会、観光振

興部会、海洋資源調査部会、こういう部会がこの中に

あるという認識でよろしいんでしょうか。 

○副議長（下舘祥二君）  菊池産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（菊池修一君）  議員がおっしゃ

いました久慈湾利活用研究会、たしか平成21年の８月

に立ち上げまして、そのときには今後の事業の進め方

等について担当のほうから説明を申し上げて、その中

でいろんな部会をつくって、それぞれ専門部会をつく

ってということで進めていきましょうというふうなこ

とで、ご提案を申し上げたところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  先ほど、市長のほうからの答

弁で、いわゆる漁業、水産振興のほうに係っては増養

殖等についてもお話がございました。あと、この海洋

資源調査部会のほうから、北海道等にも視察をしたと

いう報告がされたんですが、いずれ今後、震災を受け

て、当初は湾口防波堤の完成もかなり先のことになる

のかなと、そういうふうな感じもあったんですが、震

災の発生を受けて、比較的早い時期といいますか、明

るい見通しがあるのかなというふうな気もするんです

が、いずれ早いうちにいろんな利活用についての検討

をしていくべきだなと、そういうふうに思います。で

きてからでは遅いんで、そういうふうにすべきと思う

んですが、再度、お考え方についてお尋ねをします。 

○副議長（下舘祥二君）  菊池産業開発担当部長。 

○産業開発担当部長（菊池修一君）  湾口防波堤の整

備につきましては、常日ごろから市長を先頭に、国、

県に対して、１年でも早い前倒しの整備をお願いをし

ておるところでございまして、その点につきましては、

国の方でも理解をしていただいておりますので、目標

である平成40年までには遅くとも完成させたいという

ことで回答は得ております。それに従いまして、私ど

もといたしましても、久慈湾の利活用については、や

はりどういった方向で活用していけばいいのかといっ

たあたりは、今後も研究会において、いい検討をして

いきたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  次に、ドクターヘリについて

でございます。②のほうの、青森県の２機体制、24年

度10月には、この２機体制になるということのようで

ございます。そうすれば、青森の中央病院、そして八

戸の市民病院に１機ずつ配備されるということになる

ようでございます。 

 いずれ市長とか副市長も、三圏域連携なり、沿岸市

町村都市会議等で、ぜひともこのことについては県境

を越えた運用がなされるようにということで、話をし

てるようでございますし、八戸市長もこれはぜひとい

うことで、発言をしているようでございます。 

 現在、これについては要望しているということなん

ですが、その感触等についてはどういうふうになって

いるのかお尋ねをします。 

○副議長（下舘祥二君）  大湊総合政策部長。 

○総合政策部長（大湊清信君）  私ども、この地域の

ことを考えますと、久慈病院一つが頼りの救急体制と

いうことになっているのは現実かなと思っております。

これらのことを補完する意味でも、ドクターヘリの運

用についてはぜひ実現をしてまいりたいということで、

八戸市民病院に配置になった段階で、いろいろと運航

の関係については八戸市側とも協議を進めているとこ

ろでございます。 

 それについても、病院間のやりとりだけでの運航と

いうことでは、これはちょっと問題があるだろうとい

うことで、できれば県と県との、青森県と岩手県との

話し合いを持って、この運航が円滑にできるようにと

いうふうな働きかけをしておったところでございます

が、なかなかに岩手県側とすれば、青森県、岩手県、

秋田県の３県のドクターヘリがそろった段階でこの共

同運航についての協議の場に立ちたいというふうな、

臨みたいというふうな意向をお持ちなようでございま

す。 

 それにしても、私ども、それを待ってるわけにはい
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かなくて、現実にドクヘリが八戸市にいるということ

で、ぜひ何とかこれの実現をということで、再三再四

お願いをしてきているところでございますが、なかな

かそこまで対応していただけないというふうな状況で

ございます。議員ご承知のとおり重点事項要望にもの

せていただいて、要望活動も行っているところですが、

あわせてそういう段階での働きかけをしておってもな

かなか厳しい状況かなと。 

 でも、青森県２機体制で、ドクヘリの先進県になる

というふうなことも踏まえて、10月には八戸市民病院

に１機配備になるだろうという予測もできております

ので、八戸市長さんのお言葉をかりながら、力を得な

がら、二戸市圏域の方々、市町村とも連携をとって、

ぜひこの運航については早期に実現するように努めて

まいりたいというふうに考えているところでございま

す。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  きのうの市長のお話の中で、

たしか砂川議員の質問に対しての答えだったと思うん

ですが、いわゆる三圏域連携、これは、いわゆる市と

しての三圏域連携だけでなく、議員としても連携をし

ながら考えてほしいなという話があったやに思います。

青森県の、八戸のドクターヘリの関係につきましては、

まさにきのう市長から、議員の三圏域の連携という中

での話でございました。現在の八戸の議長さん、秋山

議長さんがわざわざ当市のほうにお運びをいただきま

して、久慈市、二戸市でも声を上げてほしいというこ

とで、それぞれが、先ほども部長の方からも答弁があ

りましたとおり、県への重点事項要望等としても取り

組んでることでございます。 

 何か、二戸のほうでも早急にということで、県に要

望するということで、先日の市長の答弁があったとい

う新聞報道がされてございます。いずれそろってから

ということでは、どうかなというふうな気もしますの

で、できるだけ早く実現できればなと思いますので、

取り組んでいただきたい、そのように思います。私ど

もの思いもかなえていただきたいなと、そういうふう

に思いますので、市長からも一言いただければと思い

ます。 

○副議長（下舘祥二君）  山内市長。 

○市長（山内隆文君）  部長からたびたび答弁させて

いただきましたが、私どもとすれば、県、具体的に言

えば知事に対して、県境を越えたドクターヘリの運航

について、これまでも強く求めてきたところでありま

す。ただ、部長から答弁があったとおり、なかなかに

県の反応は鈍いと言わざるを得ない状況にあります。 

 実は、一昨年だったんですが、ドクターヘリの共同

運航といいますか、県境を越えた運航について知事に

直接お話をする機会を得たいということで、振興局あ

るいは県庁の秘書課を通じてその日程調整を、お願い

をしてきた経緯がありました。そのときに、なかなか

に、会って何を話をするんですか、趣旨は何でしょう、

本当に何のためにそんなに慎重に構えるのかわからん

ほどに慎重でありました。こういう趣旨についてお話

をさせていただくのだということを申し上げましたら

ば、担当の部長が、今度は久慈市役所のほうに参りま

して、さらに詳しくお話を聞きたいと。申し上げたわ

けです。その中身について、部長が来られたときに、

そういうことでお話をさせていただきました。それじ

ゃあ伝えますということになってしまう。それを受け

て、ようやくに知事にお会いするという機会はできな

かったんです。そういう状況であります。なおかつ、

これは三圏域連携の中で、八戸の市長、二戸の市長、

私ども一緒になって知事にお会いしたいということの

申し入れは、再三再四行っているんでありますが、今

部長から答弁があったとおり、実際に配備になってか

ら検討しましょうというスタンスがずっと続いており

ます。これは、私はいかがなものかなと思っておりま

す。実際に、もう青森県側では配備されて、運航され

ているわけでありますから、もし県境を越える必要が

あったときに、事前の調整、協議を行ってその負担を

どうするかいうところまで、もう既に詰めていなけれ

ばならない状況だと私は思うんです。 

 そういったことも踏まえて、私どもはいろいろな機

会をとらえて県境を越えたドクターヘリの運航につい

て、３市長力を合わせて頑張っていきたい、このよう

に考えております。 

○副議長（下舘祥二君）  桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  次に、火葬場の整備の進捗状

況についてでございます。いずれ当初は、たしか25年

の春あたりに新しい火葬場が稼動するんだと、そうい

うことだったと思うんですが、たまたま地域の皆さん

にも、さっぱり進んでないようだが、果たしてできる
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のかと、そういうふうな話もございます。 

 さきの連合議会の中で、25年の夏というふうな話も

出たやに聞いておりますし、いずれあの場所の安全対

策、いわゆる出入りのことだと思うんですが、いろい

ろ議論もされたようでございます。あの地域には、隣

接地に最終処分場もあるわけでございます。あれも連

合の施設です。火葬場が、今建てられるほうは、今あ

る最終処分場よりは、交通の面からいっても危険が少

ないのではないかなと、私的にはそうは思ってるんで

すが、もしその安全対策を講ずるということになるの

であれば、その隣接しております最終処分場、そこの

出入りと一体でこの安全対策を考えられないのかな、

そういうふうにも思うんですが、考え方についてお尋

ねをします。 

○副議長（下舘祥二君）  勝田市民生活部長。 

○市民生活部長（勝田恒男君）  新火葬場の交通安全

の対策ということのご質問でございます。 

 連合議会でも、いろいろ交通安全対策については議

論されているというふうに伺っているところでござい

ます。 

 あと、最終処分場の安全も含めてということでござ

いますが、それにつきましては、広域連合にその旨伝

えてまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  次に、観光振興のもぐらんぴ

あの再開についてでございます。 

 いずれこのもぐらんぴあは、比較的といいますか、

観光資源に乏しい当市にあって目玉でございます。あ

の地域に再開をするということで、この前の補正予算

の審議でも、その安全対策についてはいろんな議論が

あったところでございます。 

 いずれ震災以降、この沿岸といいますか、海岸部に

ある観光地には、軒並み入り込み客といいますか、観

光客が少なくなっている、そういうふうな状況にある

ようでございます。いずれこの安全対策といいますか、

ここは安全だよと、避難についても万全を期してる、

そういう状況でないと、いわゆる再開をしても前のよ

うな、いわゆるにぎわいは取り戻せないのかなと、そ

ういうふうに思います。 

 昨日の答弁で、３階にして、上から、裏の山のほう

に避難する避難路もつくるとか、あと下のトンネルに

ついても、相互に行き来をできるようにするとか、自

動開閉式の水門とか、いろんな話がございました。石

油備蓄基地、管理棟といいますか、そこにあるんです

が、そこ等では避難路をどういうふうに考えているの

かわかりませんが、もしできるのであればそこ等と一

緒になって、やっぱり避難路等にも配慮していただく

といいますか、避難路を整備すればいいのじゃないか

なと、そういうふうに思うんですが、考え方について

お尋ねをします。 

○副議長（下舘祥二君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  もぐらんぴあのご質

問にお答えをいたします。 

 今、議員からもお話がありましたように、この震災

後、この沿岸地区についての観光客の減少、もろにそ

のとおりあらわれておりまして、当市においても非常

に減少してる状況にございます。 

 そういった中にあって、私は、この海を消防する久

慈市にあって、どうしても観光の施設の核となるもの、

そういったものが必要であるだろうと、このように思

ってございます。それが、もぐらんぴあでもあるなと、

このように考えてございます。 

 そういった中で、安全対策という部分で、今、議員

からご提案のありました石備会社のほうとの一体とな

った避難、そういった安全対策について取り組んでは

どうかと、こういうご質問でございました。 

 ご提言いただきましたとおり、我々も備蓄の科学館

という展示施設もございましたので、そういった部分

も含めながら、一緒にまたできていけないんだろうか

ということで、協議のほうもさせていただいておりま

す。そういった中において、いわゆる自動防潮扉です

か、これについての遠隔操作であったりとか、あるい

はトンネル内から、いわゆる別のトンネルに抜ける連

絡道というのが今もあるようでございますが、そうい

った物ももぐらんぴあ等とのつないだ形で使っていけ

るような、避難路に使えるような形にしようとか、そ

ういった部分も考えていると、このようにも協議の中

でも伺っておりますので、これからも一体となって、

一緒になってその部分も協議させていただいて進めて

まいりたいと、このように考えております。 

○副議長（下舘祥二君）  桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  次です。野球場の建設につい

てでございます。きのうの、これはたしか大湊部長の



－141－ 

答弁だったと思うんですが、復興交付金事業で出して

るんだけども、平野復興大臣のほうから不要不急な公

共事業は後回しになる、採択がおくれるというふうな

こともあるという答えがあったんですが、いずれ後回

しになるとか採択がおくれるということで、だめだと

いうことではないと思いますので、今後３月にも、２

市２町３村の首長が出席予定の、平野復興担当大臣と

の、県との意見交換会が実施されるということでござ

いますので、ぜひとも市長にも、このときにもこのお

話をいただければなと、そういうふうに思いますので、

その考えについてお尋ねをします。 

○副議長（下舘祥二君）  大湊総合政策部長。 

○総合政策部長（大湊清信君）  復興交付金事業で、

私ども考えております総合防災公園構想、ここのとこ

ろの中身んなからで、ぜひ実現できるように鋭意頑張

ってまいりたいというふうに考えておりますので、ご

理解賜りたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  桑田鉄男君。 

○10番（桑田鉄男君）  最後に、中学校体育の武道必

修化についてでございます。 

 いずれ全校とも、男女とも柔道を選択したというこ

とのようでございます。これは、市が柔道のまちづく

りを推進しているからそうなったのか、それともいわ

ゆるそういうことではなく、その学校のほうから、や

はり柔道ということで上がってきたのかについてお尋

ねをしたいと思いますし、もう一つは、柔道をする場

合は畳が必要になります。先ほどの教育長の答弁では、

用具等についても安全を期したいという答えがあった

んですが、十分な物が配備をされるのか、されている

のかについてお尋ねをします。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

○教育長（亀田公明君）  ただいまの武道必修化につ

いてのご質問にお答え申し上げますが、まず、来年度

から中学校全校で、男女とも柔道を選択したというこ

とについてのご質問でございますが、これは、これま

で柔道のまちづくりを標榜しておりました。そこに、

やはり各学校でも意識を持ってこれまで指導をしてき

たといったところがまずあるというふうに思ってござ

います。それから、もう一つは、中学校の体育の教師

でございますが、柔道の有段者が数多くおられるとい

うこともその背景にはあったというふうに思ってござ

います。その両方が一緒になったところで、柔道の必

修化、これについては当然のような形で、そういうふ

うに進まれたというふうに思ってるところでございま

す。 

 それから、２点目でございますが、用具等の件でご

ざいますけども、これは、これまでも選択制でござい

ますが、きのうお答え申し上げましたように、柔道の

授業、既に取り組んでおりますから、そういったとこ

ろの用具等の心配についてはないところでございます

が、ただ、畳の更新なり何なりっていうのは、やはり

年度を追って出てくるものだというふうに思っておる

ところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  ２番下川原光昭君。 

○２番（下川原光昭君）  桑田鉄男議員の３番、

（１）の復興実施計画の策定、実施計画について、５

番のドクターヘリ、②について、９番の（２）のいわ

てデスティネーションキャンペーンについて、10番の

街なか再生について、12番の（１）、（２）、（４）

に１点ずつ関連質問をさせていただきます。 

 まず最初に３点目の（１）、復興実施計画と実施計

画についてでありますが、ここの中にいっぱいの事業

また結果があるわけですけども、避難道路というのも

一つあります。避難道路っていうのは、車だけが通れ

ばいいっていう道路では、私はないと思っております。

生命を守るためには、人が通れる幅の復興道路にもな

り得ると思っております。この点について、久慈川大

橋の北側、南側になるかと思いますけども、北側につ

いては新井田地区の堤防付近の方々が、この道路に階

段等の設置によって近い、近道で安全な場所に移動で

きるものと思っておりますし、また右側についてはシ

ョッピングセンター、ユニバースさんとかサンデーさ

ん等があるわけです。あそこには大きな駐車場が確か

にありますけども、避難をする場合、車で避難するっ

ていうときは、３・11のとおり、ご存じのとおり交通

渋滞になってしまうと、当久慈市も交通渋滞に、事実

なっております。そういう方々、車を置いて逃げる、

逃げれるということに考えますと、南側の堤防から今

の久慈大橋に避難をできる階段等の設置を私はすべき

と思いますが、この点についてお答えをお願いいたし

ます。 

○副議長（下舘祥二君）  大湊総合政策部長。 

○総合政策部長（大湊清信君）  私どもは、避難道路、
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避難路、二つ使い分けておりまして、避難道路という

のは車も含めた大きな道路と。それから、避難路につ

きましては、歩道っていうか、人しか歩けないような

道っていうことで、二つの使い分けをして計画を練っ

ているところでございます。 

 実は、久慈道路、自動車専用道の久慈道路にかかわ

って、いろいろ東北地方整備局のほうともやりとりさ

せていただきまして、できれば人が道路の上に逃げれ

るような避難路の整備をお願いできないでしょうかと

いうことで、前向きな検討をするというような回答を

得ております。特に、新井田地区の部分については、

そこのところで、どこの場所に避難路を設置、避難階

段と申しますか、そういうところを設置できるのかっ

ていうことで、計画の中には、ポンチ絵の中にはかか

せていただいてるというところでございます。 

 ただ、車路もありますので、車路の部分の活用とい

う部分もありますから、そこのところも含めて、どこ

の位置に設置すればいいのかというような考え方を、

今、検討している段階でございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  下川原光昭君。 

○２番（下川原光昭君）  今、検討しているというこ

とでありますが、大変ありがたいなと思います。 

 ただ、自然災害はいつ来るか、また去年の３月の11

日は宮城県沖だったわけですけども、北海道浦河沖と

いうことも想定に入っておると思いますし、いずれ早

急に地域の皆さんの安全、そして安心な取り組みにつ

いて、ぜひとも強力によろしくお願いをいたします。 

 次に、５番のドクターヘリの（２）ですけども、先

ほど市長から知事のほうに再三再四お願いをしておる

けどもなかなか実現していないということで、苦慮し

ているっていうことでありますけども。この５月に本

件の運航が開始するわけですけども、矢巾町の岩手大

学敷地内から出発ということで、午前中の答弁で70キ

ロから80キロで圏域外だっていう話もあります。そし

て、到着まで約30分という時間で、たまたまですけど

も、防災ヘリも久慈市に実演で来ているわけですけど

も、北上山地を越えてくる場合、どちらに雨が降って

ても、また、北上山地の上空で風が強いっていうとき

は来れないんですよね。それは、ご存じだと思ってい

ます。そういうことからすれば、やっぱり市長さん、

苦慮してると思いますけども、知事に強い要望をして

いただきたいなと思います。 

 八戸の市民病院から二戸への病院まで、大体十三、

四分ということになっておりますし、そこから若干時

間がかかると思いますけども、十五、六分で久慈病院

に着くということになっております。この八戸を拠点、

地域からすると同じ南に50キロという久慈市になるわ

けで、天候もほぼ同じということを考えると、矢巾町

の岩手大学から来るのを待っているよりは、はるかに

効率で、安全で、スピーディーな運航になると思って

おりますので、そこら辺もぜひとも、県知事だけじゃ

なくて、青森県知事とか秋田県知事もまざるかと思い

ますけども、そういうのを強く実現に向けて考えてい

ただきたいと思っておりますので、今一度よろしくお

願いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  大湊総合政策部長。 

○総合政策部長（大湊清信君）  実際問題、私ども経

験してるのは、防災ヘリの飛来ということで経験して

いるところでございますが、議員ご指摘のとおり、北

上高地を越えて来るにはいろんな障害があるというふ

うに承知しております。たびたび飛来できなかったと

いう事例もあります。それより、ヘリコプターとすれ

ば、小型のヘリコプターになるだろうというような情

報を得ておりますので、そうなればますます飛来する

上では、何ですか、壁が高くなるというふうなことを

想定しておりまして、重点事項要望でも県内に複数機

の配備をお願いしたいということと、早期の配備をお

願いしたいということもお願いしておりますし、県境

を越えた運航についても、ぜひ検討してもらいたいと

いうお願いもしているところでございます。これらを

考え合わせますと、ぜひ早期の、ここ、岩手県でござ

いますので、岩手県ドクヘリは使うと、第一義的には

それはお願いしたいというのはありますし、それがた

った１機でございますので、それはいろんな需要があ

れば、どうしても対応できないという場合もあろうか

と思います。そういう意味でも、補完的な、複数的な

対応ということで、八戸市民病院に配備になったドク

ヘリの運航、共同運航については、ぜひ実現をしてい

ってほしいなというふうに、私どもも願っているとこ

ろでございますので、引き続き岩手県にお願いはした

いと思いますし、三陸沿岸都市会議あるいは三圏域の

首長の懇談会、それから北奥羽開発促進協議会での席

上での協議というふうなところ、いろんなつてをたど
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って、いろんな手段を講じて、この実現、早期実現に

は努めてまいりたいというふうに考えているところで

ございます。 

 それから、先ほど、私、30分程度というお話を発し

上げましたが、あくまでも私個人の推測でございます

ので、30分っていうのには余りこだわらないでご理解

をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  下川原光昭君。 

○２番（下川原光昭君）  ぜひとも市民の命にかかわ

る処置にかかわることですので、大変厳しい状況にあ

るとも思いますけども、ぜひとも早い県境を越えての

意見の疎通を図っていただきたいなと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 次に、９番の（２）のデスティネーションキャン

ペーンですけども、これはＪＲ鉄道が率先して、中心

になって行う行事であります。４月１日から６月いっ

ぱいということですけども、午前中にも質問でありま

したけども、それに先駆けて八戸線が３月17日に開業

と。 

 議長にちょっとこれ、お伺いしたいんですが、東北

六魂祭のも絡めてもよろしいのかっていう。ちょっと

後にしてくれってば、予算委員会でしますけども。 

○副議長（下舘祥二君）  後にしていただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

○２番（下川原光昭君）  東北六魂祭の件は、一般質

問でなくて予算委員会でしたいと思います。 

 東北観光博覧会が同時に進行する時期が、そうそう

ないと私は思っておりますので、久慈市のＰＲはもと

より、いろんな方々にそれに際して、この当地に足を

運んでいただきたいなと思っております。市長が言う

義経北行伝説もしかりであります。 

 ただ、この前の任期のときに、観光の中で、私質問

しておりますけども、当久慈市には未利用資源もいっ

ぱいあるわけですけども、日本一っていうのが既にあ

るわけです。こはく、三船十段、山形町の白樺林、市

長が市政方針演述の中にもうたっておりますけれども、

炭の一大生産地っていう、日本一の炭づくりをいくっ

ていうことですので、新しい観光をつくっていくのも

重要でありますけども、今までにある、北限の海女も

そうでありますけれども、既にある観光資源を再度見

直していくべきと私は思っておりますけども、そのこ

とについてお答えをお願いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  下舘産業振興部長。 

○産業振興部長（下舘満吉君）  いわてＤＣキャン

ペーンについてのご質問にお答えをいたします。 

 議員のほうからお話のありましたように、東北観光

博と一緒になった開催というのはなかなかないと、ま

さにおっしゃるとおりだと思っております。そういっ

た中で、今ご提案もありました、いわゆる新しいもの

もそうでありますけれども、従来からイベントとして

開催されているもの、あるいは久慈市として日本一で

あるもの、そういったものもフルに生かしながらとい

うご提言もございました。まさにおっしゃるとおりで、

私もこのキャンペーンあるいは東北観光博を、そうい

った意味でぜひとも生かしていきたいなと。ある意味

では、各種イベントのＰＲ、情報発信はもとよりであ

りますけれども、このエリア内で行われているもの、

そういったものを、今こういうときに紹介していくと

いうのも大変大切である。日常にもやっているわけで

ありますけれども、生かしてまいりたいと、そのよう

に思っております。 

 今回につきましては、そういう意味では、ガイドブ

ックなんかにも取り上げていただいて、エリア別のガ

イドブックというのもあるんですけれども、そういっ

たものにも、久慈地域では周遊観光バスも走らせると

いうようなことで、今お話のありました、いわゆるこ

はくと温泉コースであったりとか、いわゆる、あとは

海岸、沿岸線を走るコースであったりとか、あるいは

日本一の白樺林、平庭高原も目的としたような周遊バ

スを走らせると、こういったようなことも考えてござ

いますし、４月１日からスタートいたしますＤＣの部

分に含めて、いわゆる久慈駅まつりの開催というよう

なのも、今検討してございます。 

 そういったことも含めながら、従来あった観光施設

あるいは各種イベント、そして昨日もちょっと申し上

げましたけれども、食をテーマにしたようなものとか、

いろんな歴史、文化も含めて、まさに行政、民間、観

光機関一体となっていろんなものを提案しながら誘客

に努めてまいりたい、この機会を生かしてまいりたい

と考えてございます。 

○副議長（下舘祥二君）  下川原光昭君。 

○２番（下川原光昭君）  もう少し質問したいんです

が、時間もなくなってきましたので、このことについ
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ては、また予算委員会の中でも少し触れたいと思いま

す。 

 10番の①は飛ばします。②、駅前再開発の件ですけ

ども、駅前ビルの壁の崩落について、承知してるかし

てないか、端的にお願いします。 

○副議長（下舘祥二君）  晴山建設部長。 

○建設部長（晴山聰君）  駅前ビルの壁の崩落につい

て承知しているかということでございますが、このこ

とについては県北振興局の土木のほうから、いろいろ

改善に向けてのご指摘を受けてるということは承知し

ております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  下川原光昭君。 

○２番（下川原光昭君）  これはまた、引き続き長い

目で議論していかなければ、商工会議所とも協議して

いかなければならないことだと思いますので、また引

き続きよろしくお願いいたします。 

 最後に、12番の（１）の久慈湊小学校移転のところ

と、新野球場の６カ所が何カ所に絞り込んであるのか

と、部活動の、先ほど答弁で旅費、宿泊費、参加費の

３分の２というのがありましたけども、東北大会は当

市から近いとこで行けば、隣の青森だったり、秋田だ

ったりするわけですけども、今回の２月の11、12が山

形県の天童市ということで、かなりの距離もあったと。

その中で、小さい楽器については自分のひざ元に置い

ても移動できるわけですけども、太鼓等大きい物に関

しては、他の業者を頼んでかなりの経費がかさむって

いうことですので、ぜひともこういう栄誉ある子供た

ちが輝かしく参加できるためにも、または親の負担軽

減についてもしっかりと考えていただきたいと思いま

す。どうぞよろしく、そのことについてよろしくお願

いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  宇部教育次長。 

○教育次長（宇部辰喜君）  まず、湊小学校の移転改

築につきましては、先に教育長からご説明申し上げた

とおり、築50年ということですが、当面は震災がなけ

れば近々の改築の計画がなかったわけですが、このた

びの震災ということで移転改築について、今、努力を

しているというところでございます。 

 それから、部活動の大会参加につきましては、内部

の規定によりまして交付したわけでございますが、た

しかに楽器等、大変な運搬の経費がかかったわけでご

ざいますが、現在の規程の中では対象外ということで

ございますが、いずれこの点につきましては、研究を

進めていきたいということでございます。 

 それから、野球場の候補地の、６カ所を決定したわ

けですが、これにつきましては、優先順位に従って、

以降、打診しているところに大震災が参ったというこ

とで、そこで現在は中断しているという状況でござい

ますが、いずれ野球場の建設については、いろいろな

補助金等々について、国等に協議してまいりたいとい

うことです。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  ３番藤島文男君。 

○３番（藤島文男君）  それでは、桑田議員の一般質

問に関連して、数点質問いたします。 

 最初に、市民協働道路維持補修事業についてお伺い

します。これまでの事業実績と今後の推進策について

お伺いしましたが、市長答弁にあったように、平成18

年度からこの事業が展開され、件数的にも金額的にも、

本当にバランスのとれた、確実なこの事業が展開され

てきている、そのような印象を受けました。 

 そもそも市民協働事業そのものが、地域の方が評価

しているものというのは、行政に知り得ない、想像で

きないぐらい高く評価されている内容なんです。この

ことについては、今後とも引き続き確実に展開してい

ってほしいというのを、まずご期待、ご希望申し上げ

ます。 

 それで、数字的な部分について、若干失礼な部分も

ありますが、今後の私自身も研究していきたいために

確認させていただきますが。平成18年度から今日まで

で2,193万6,000円っていうのは、これは総トータルの

事業費ですか、それとも本年度分の金額ですか。まず、

そこを確認させていただきます。 

○副議長（下舘祥二君）  晴山建設部長。 

○建設部長（晴山聰君）  市長からのご答弁申し上げ

ました事業費で2,193万6,000円でありますけども、こ

れにつきましては、平成18年度から平成22年度までの

実績の額でございます。 

 以上であります。 

○副議長（下舘祥二君）  藤島文男君。 

○３番（藤島文男君）  今ご答弁いただいたように、

金額的にそんなに驚く金額ではないと思う方もあるか

もしれません。しかし、これは実際には、この事業の
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趣旨からいったならば相当な額であるし、それぞれ地

域の方々が、あるいは携わった方々が評価していると

いうものが、この金額を超えるものがあろうかと思い

ます。そういう意味で確認させていただきました。 

 それで、質問通告書の中に続けてありますが、根井

青少年会館入り口道路補修の取り組みについて確認さ

せていただきます。 

 先ほどの市長の答弁によりますと、るる方針なり方

向性については承知しましたが、私の受けた感情、感

覚が若干ずれてるのかもわかりませんが、そもそもこ

の事業そのものから照らしても、例の青少年会館って

いうのは、地域にとってはかけがえのない、いわゆる

公民館なんです。これは人口の問題あるいは集落の問

題、さまざま条件はあろうかと思いますけども、せっ

かく地域のよんどころになっている施設の出入り口と

いっても、私実測したわけでないんですが、せいぜい

50メートル前後でないかと、私は推測しています。こ

れについてはぜひ、前向きだとか後ろ向きだとか、そ

ういう言葉でなくして、積極的に取り組んでいただき

たい、そのように思います。 

 というのは、ややもすると、震災なりあるいは復旧

なり、復興なり、どうしてもそういう方向に話題なり、

物の考え方というのが傾いていくのは、これはやむを

得ない当然のことなんですが、やはり、大変現地の

方々に対しては失礼な言葉になるかもしれませんが、

遠隔地のところに住んでる方々が、本当に、まさに語

り合ったりあるいは相談したり、さまざまなことのコ

ミュニティということで、言うなれば本当にかけがえ

のない場所だと。この前の雪の除雪の姿をたまたま見

ましたけども、除雪するための、何ていうんですか、

除雪ダンプっていうんですか、あれを押して歩いてい

る大年配の方を見ました。それがひっかかるというか、

なかなかスムーズに滑らない、そういうので苦労して

る姿も見ました。やはり、何か置き去りにされている、

そういう感じが受けてならない。だから、ぜひどんな

地域においても、まさに市長の持論であるところのひ

と輝くまちづくりという部分については、そういう点

でも、やはり住みよい環境ということは非常に大事な

ことだなと、そんなふうに思うんですが、このことに

ついてもう一度ご見解をお願いします。 

○副議長（下舘祥二君）  晴山建設部長。 

○建設部長（晴山聰君）  まず、市民協働事業につい

てでありますけど、これにつきましては、以前市長か

らもご答弁申し上げておりますけれども、今後とも継

続して実施してまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 それから、根井の青少年会館の入り口の道路であり

ますけれども、ここについては市道滝線から70メート

ルほど会館の玄関まであるというふうにはとらえてお

ります。この事業がどのような内容でもって取り組み

をしたいのか、そういったところ等々、まず地元の方

からもお聞きをしなけりゃならないというふうに思っ

ております。というのは、側溝が必要なのか、あるい

は道路の改修が必要なのか、そういった部分、地域の

要望要望がそれぞれあると思いますので、そういった

ところをまず地元の方々からも、その申請に基づいた

内容を見ながら勘案していきたいというふうに思って

おります。 

 そういった中で、事業内容が、もしかすれば市の直

営でやったほうがいいという結論に至る場合もござい

ます。そういったところも、これまでもございました

ので、いずれ地元の要望等々確認しながら事業の熟度

を勘案して採択にできるかどうかということを検討し

ていきたいというふうに思っております。 

 以上であります。 

○副議長（下舘祥二君）  藤島文男君。 

○３番（藤島文男君）  その点について、再度確認さ

せていただきますけども、くどいようで大変失礼です

が。この補修事業についての基準というんですか、難

しいことでなくていいんですが、どういう基準で事業

が認定、決定、あるいは市独自でやるか、業者に頼む

か、そこがよくわかりませんが、そのプロセスについ

てわかりやすく、簡単に一言で説明いただけますか。 

○副議長（下舘祥二君）  晴山建設部長。 

○建設部長（晴山聰君）  まずはこの事業の紹介を、

４月あるいは５月の時点で、広報で各地域にお知らせ

いたします。その中で、事業を展開しようとする区長

さんと、あるいは町内会長さん、そういった代表の方

から申請書を提出していただきますが、その申請の内

容について担当課の方で、あるいは担当係のほうで現

地を見て、どういうふうな手順でやっていけばいいの

か、あるいはその事業の内容が地元の方だけでやれる

ものかどうなのか、あるいはその地域のそういった実

情等々も検討していかなければならないというふうに
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思っております。その内容が１年で済むものなのか、

あるいは複数年かかるのかどうか、そういったもの

等々も考慮しながら事業の採択を検討しているところ

でございます。 

 いずれ、この根井地区については、そういった地域

の方々と熟慮を重ねて検討してまいりたいというふう

に考えております。 

 以上であります。 

○副議長（下舘祥二君）  藤島文男君。 

○３番（藤島文男君）  大変ありがとうございました。

ぜひ地域の方々が、いちいち細いことの説明はできな

い場合が多いと思うんです。だから、そこは行政主導

といいますか、これとこれはこうなんだが、これはど

うだとかいうような、こっちから問いかけるような方

法で調査なり、あるいは書類の提出なりさせていただ

くような方法で、本当の住民の人たちの声が通るよう

な方法で、これからぜひ取り組んでいっていただきた

い、そのようにご期待申し上げます。 

 次に、同じ内容になりますけれども、大川目仲小路

にパーシモンという大川目公園がありますが、これ、

県の土地公社ですか、が販売した場所なんですけれど

も、これもかなり当初、スタート当時は数軒しかなか

ったのが、今は大分ふえてきました。そして、ここの

地区も、いわゆるほかから入ってきてくれた方々は結

構おりますけれども、総体的にはなかなかふえてはお

りませんが、しかし、高齢者の方々あるいは子供たち

が、なれない場所に来て声をかけ合ったり、あるいは

遊んだりなんかしている場所になってるんですが実際

は、地域の方々も本当にここが公園としての用地なの

かどうかということもわからないというのが実態だと

思います。ごみ収集用のハウスがありますけれども、

それ１棟しかない。ぜひこういう高齢者の方々の憩い

の場にしたい、あるいは子供たちの遊ぶ場にしたいと

いうことに、多角的な面から見ると、本当のミニ公園

なんですけども、何か腰かける部分のいすでもいいだ

ろうし、テーブルでもいいでしょう。何でもいいんで

すが、ひとつここが地域あるいは地区の公園なんだな

っていう部分が識別できるようなそういう格好でも結

構なんですが、ぜひ検討していただきたい。そして、

地区の人たちの憩いの場、語らいの場になるような方

法のために、ぜひ検討してみていただきたい。この点

についてお伺いします。 

○副議長（下舘祥二君）  晴山建設部長。 

○建設部長（晴山聰君）  ただいまのパーシモン大川

目の公園についての整備ということでお話をいただき

ました。市長からもご答弁申し上げましたが、いずれ

こういった宅地開発、ある程度、一定規模3,000平米

を超える宅地等でありますが、その際には一定規模の

公園、緑地を設けなければならないというふうな決ま

りがあるわけでありまして、そういったことで、この

大川目地区においても公園の２カ所が市に寄贈、寄附

されているものであります。 

 例えばでありますけれども、大平地区、ここは前、

もとの久慈市の土地開発公社で販売したところであり

ますが、そういったところの公園、あるいは民間の開

発の中で白山地区にもございます。そういった一定規

模の公園について、そこに住んでる住民の方々が、そ

ういった管理をしながら整備をしている、そういった

事例もございます。そういった中では、例えばであり

ますけれども、コミュニティ助成事業とか、あるいは

宝くじの助成事業とか、さまざまなものがあるわけで

ありますので、そういった事業等々を活用しながら、

そういった施設を整備していく、あるいは管理してい

く、そういったものを、一つの方法としてあるわけで

あります。 

 そういったもの等も、今後市民との協働というか、

今道路の維持補修でしかやってないわけでありますけ

れども、そういったものにも目を向けていってはどう

かと、内部で今検討しているところであります。そう

いった中で、地域の方々とも、あるいは町内会、ある

いはそういったまちを構成する自治会といいますか、

そういった方々との話し合い等もしながら、公園の整

備のあり方等々検討していきたいというふうに考えて

いるところであります。 

 いずれ、大川目地区のパーシモン大川目、ここには

今立派なごみの集積場等もあるわけでありますけれど

も、そういった周辺に立派なそういった公園をつくっ

ていくことも、これは一つの自治会の役割でもあると

いうふうにも思っておりますので、私どもといたしま

しても、そういった方々と協働で事業を進めていきた

いというふうに思っております。 

 以上であります。 

○副議長（下舘祥二君）  藤島文男君、３番。 

○３番（藤島文男君）  大変ご親切な答弁いただきま
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した。ぜひよろしくお願いします。いろいろこれから

ご相談したり、あるいは直接お願いする、それぞれ庁

内の責任のある方々にもお話が、そのうちにあろうか

と思いますが、そのときは親切、丁寧にご指導いただ

ければ大変ありがたいなと、そのように思っておりま

す。よろしくお願いします。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問、関連質問を打ち切

ります。 

 この際、暫時休憩いたします。 

 再開は午後３時といたします。 

    午後２時43分   休憩   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

    午後３時00分   再開   

○副議長（下舘祥二君）  休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 一般質問を継続します。次に、公明党山口健一君。 

    〔公明党山口健一君登壇〕 

○９番（山口健一君）  第４回定例会に当たり、市長

並びに教育長に一般質問を行います。 

 昨年の３月11日に発生した東日本大震災からやがて

１年を迎えようとしています。改めて被災された方々

に、心からお悔やみとお見舞いを申し上げます。 

 平成24年は復興元年と位置づけられ、１日でも早く

復旧・復興に取り組む年ではないかと思います。市長

には、財政状況の大変厳しい中、復興計画に沿った事

業展開と市民満足度向上のため、行政の先頭に立って

リーダーシップを発揮していただきたいと思います。 

 それでは、当面する市政の諸課題について、通告に

従い順次質問します。前の質問者と重複する部分もあ

りますが、割愛せず質問いたします。 

 質問の第１は、入札不調問題についてであります。

東日本大震災で、被災した沿岸部の公共工事が、復

旧・復興工事の急増で、建設業者の技術者不足や資材

不足、資材高騰などの要因で、入札不調がふえている

と聞きます。そこで、当市の現状と対策をどのように

考えているのかお伺いいたします。 

 ２番目の質問は、防災会議への女性委員の登用につ

いてであります。私ども公明党の女性会議が、昨年、

自治体の防災会議の女性委員の登用状況について調査

してところ、女性委員を登用している自治体は約半数

とのこと。また、地域防災計画に女性からの意見を反

映している団体は約４割とのことで、女性の意見が余

り反映されてないとしています。そこで、当市の現状

と今後の取り組み方についてお伺いいたします。 

 ３番目の質問は、エコカー公用車の導入についてで

あります。地球温暖化対策や、燃料費などの経費節減

の観点などから、公用車に電気自動車やエコカーを導

入すべきと思いますが、考え方についてお伺いいたし

ます。 

 ４番目の質問は、パワーハラスメントについてであ

ります。厚生労働省の作業部会が、初めて上司だけで

なく、同僚や部下からの嫌がらせもパワーハラスメン

トの定義とすべきとし、具体的には暴行・傷害、脅

迫・侮辱、無視・仲間外れ、過度な仕事の要求、業務

量の抑制、プライバシーの侵害の六つを挙げています。 

 そこで、当市のパワーハラスメントの現状と今後の

取り組み方についてお伺いいたします。 

 ５番目の質問は、避難所の電源確保についてであり

ます。地域公民館など、避難所の非常用電源確保策と

して、太陽光パネルや発電機を導入すべきと思います

が、考え方についてお伺いいたします。 

 ６番目の質問は、ドクターヘリについてであります。

ドクターヘリについては、以前から質問しております。

岩手県でもいよいよ本年運航開始に向けてスタートし

ております。青森県では、現在の八戸のほか、青森市

の２機体制にするとの方針とのことです。ご存じのと

おり、ドクターヘリは50キロ圏内が救命率の効果が大

きいとしています。当市としては、岩手県のドクター

ヘリより八戸が有効だと思います。 

 そこで、県境を越えた活用が望まれていますが、今

後の取り組み方についてお伺いいたします。 

 ７番目の質問は、地上デジタル放送についてであり

ます。いよいよ本年３月末に、テレビのアナログ放送

が終了し、完全に地上デジタル放送に移行します。難

視聴対策は万全に行われているのかお伺いいたします。 

 ８番目の質問は、生ごみ処理機の買いかえに対する

補助についてであります。ごみの減量手段として、今

まで生ごみ処理機に補助を行ってきました。以前の質

問で補助を拡大すべきと質問した経緯がありしますが、

今年度予算において補助拡大が予定されています。そ

こで、以前補助を受けた利用者の買いかえの基準につ

いてお伺いいたします。 

 ９番目の質問は、自転車の交通安全対策についてで
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あります。最近、自転車事故が全国的に増加している

とのことから、自転車の安全対策が求められています。

そこで、当市の現状と、今後、自転車の安全対策をど

のように考えているのかお伺いいたします。 

 10番目の質問は、福祉行政についてであります。３

点お尋ねいたします。 

 １点目は、子宮頸がん等の予防接種についてであり

ます。子宮頸がんの予防接種の実施率が向上していな

いと仄聞されますが、当市の現状と今年度の取り組み

方についてお伺いいたします。 

 ２点目は、生活保護についてであります。東日本大

震災等の影響で、生活保護世帯が増加していると聞き

ます。当市の現状と、自立支援策をどのように考えて

いるのかお伺いいたします。 

 ３点目は、介護予防についてであります。現在、介

護予防教室等を行っておりますが、効果をどのように

とらえているのか、また、今後の具体的取り組み方に

ついてお伺いいたします。 

 11番目の質問は、大川目地区圃場整備についてであ

ります。大川目地区圃場整備も完了し、ミニライスセ

ンターなどの創設用地の活用策が望まれています。進

捗状況についてお伺いいたします。 

 12番目は、産業振興についてであります。３点お尋

ねいたします。 

 １点目は、雇用対策についてであります。当管内の

有効求人倍率が、昨年同期に比べ7.3と倍増し、改善

されているようですが、現実はミスマッチが深刻化し

ていると聞きます。 

 そこで、当市の雇用の現状と、今後の雇用対策をど

のように考えているのかお伺いいたします。 

 ２点目は、二重ローン対策についてであります。国

では二重ローン対策として、新たに株式会社東日本大

震災事業者再生支援機構を３月５日からスタートする

としています。同機構は、小規模事業者、農林水産事

業者、医療福祉事業者を重点的に対象にするほか、債

権買い取り業務に関しては、その買い取り規模、買い

取り対象範囲は産業復興機構より大きく、かつ幅広く

なっているとしています。 

 そこで、当市では二重ローン対策をどのように考え

ているのかお伺いいたします。 

 ３点目は、移住・定住対策についてであります。お

隣の洋野町では、町外から町内に移住し、子供を持つ

などの条件を満たす世帯に対し、家賃の一部などを商

品券で補助するというユニークな定住対策を行ってお

ります。 

 そこで、当市としては、具体的移住・定住対策をど

のように考えているのかお伺いいたします。 

 13番目は、建設行政についてであります。３点お尋

ねいたします。 

 １点目は、市営住宅の建設についてであります。東

日本大震災で仮設住宅等に入居している方々の受け皿

として公営住宅が望まれています。しかしながら、災

害復興住宅が建設されない当市にとっては、市営住宅

の整備が望まれていると思います。 

 当市では、公営住宅ストック法により順次整備する

としていますが、国では市営住宅建設の補助を拡大す

ると聞きます。整備計画をどのように考えているのか

お伺いいたします。 

 ２点目は、国道281号線歩道整備についてでありま

す。この問題には以前から質問しておりますが、地権

者の問題など、なかなか進展しておりません。国道

281号線大川目地区の歩道未整備区間の整備見通しに

ついてお伺いいたします。 

 ３点目は、河川河床の改修についてであります。小

屋畑川の、特にも河口付近での河床の上昇が大きく、

早期の改修が求められていると思います。河川改修の

考え方についてお伺いいたします。 

 14番目の質問は、教育行政についてであります。３

点お尋ねいたします。 

 １点目は、子供の学力向上についてであります。小

学校の新学習指導要領により、学習内容が大幅にふえ

たことで、教員の40％が児童の学力格差が大きくなっ

たと感じ、授業についていけない子がふえたという調

査結果があります。当市の現状をどのようにとらえて

いるのか、また、学力格差が生じないよう対策が必要

と思いますが、考え方についてお伺いいたします。 

 ２点目は、中学校の武道の必修化についてでありま

す。この問題につきましては、多くの議員が質問して

いるところであり、それだけ重要な問題だと思います。 

 柔道のまちを目指す当市では、柔道が選択されてお

ります。まずは、生徒の安全重視の指導が大切になっ

てくると思います。そこで、指導体制や事故防止策を

どのように考えているのかお伺いいたします。 

 ３点目は、子供の芸術文化の推進についてでありま
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す。子供の情操教育のためにも、すぐれた芸術文化に

接する機会が重要であることはご存じのとおりだと思

います。教育行政方針演述では、子供たちへのすぐれ

た芸術文化に接する機会の提供を推進するとのことで

すが、具体的取り組み方についてお伺いいたします。 

 終わりに、今年３月をもって退職される大湊総合政

策部長初めとする職員の方々には、長年にわたって市

政に尽力されたことに対し、心から敬意と感謝を申し

上げます。今後は健康に留意され、さらなるご活躍に

ご期待申し上げます。 

 以上で、登壇しての私の質問を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  公明党、山口健一議員のご質

問にお答えをいたします。 

 最初に、入札不調の状況についてお答えをいたしま

す。 

 入札不調の状況につきましては、昨日の新政会代表

泉川議員にお答えいたしましたとおり、今年度の公共

工事の入札不調は８件ではありますが、これらはすべ

て再度入札または随意契約により契約締結していると

ころであります。 

 また、現在のところ、当市においては技術者不足や

資材不足などによる入札不調は発生してはおりません

が、今後における技術者不足が懸念されますことから、

昨年12月から、小規模な工事の現場代理人の常駐義務

を緩和し、一定基準を満たす２件の工事の兼務を認め

ているところであります。 

 次に、防災会議の女性委員についてお答えをいたし

ます。 

 現在、当市の女性委員は１名となっており、久慈市

婦人消防協力隊連合会会長に委嘱しているところであ

ります。 

 防災行政におきましても、女性の視点での提言は重

要であり、今後とも男女共同参画の理念を尊重し、女

性委員の登用に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、エコカー公用車の導入についてお答えをいた

します。 

 地球温暖化対策として電気自動車など、いわゆるエ

コカーを公用車に導入すべきとのことでありますが、

当市では合併以来、特殊車両を除く公用車導入に際し

ましては、ハイブリッド自動車や低公害車を選定する

など、エコカー導入を推進しているところであります。 

 また、より地球環境に優しい車として、近年注目さ

れております電気自動車を年度内に１台配備し、意識

啓発に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、パワーハラスメントについてお答えをいたし

ます。 

 先月、厚生労働省の作業部会は、職場のパワーハラ

スメントの定義を、一つ、身体的な攻撃。二つ、精神

的な攻撃。三つ、人間関係からの切り離し。四つ、過

大な要求。五つ、過小な要求。六、個の侵害の６つに

類型化する報告書をまとめたところであり、企業が、

職場のパワーハラスメントはなくすべきとの方針を明

確に打ち出すことが望ましいとされたところでありま

す。 

 市内の事業所におけるパワーハラスメントの実態に

ついては把握はいたしておりませんが、パワーハラス

メントの予防、解決に向けた提言が３月をめどに取り

まとめられる方針であり、国の動向を踏まえ、周知等

を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、避難所の非常用電源確保策についてお答えを

いたします。 

 今回の東日本大震災では、大規模な停電により電源

の確保が課題となったところでありますが、さきの補

正予算におきましては、郵便事業株式会社の助成によ

る非常用発電機10台を導入することでご承認いただい

たところであります。 

 今後におきましても、非常用発電機の台数の確保や、

維持管理等を踏まえながら、非常用電源の確保につい

て引き続き努めてまいりたいと考えております。 

 次に、ドクターヘリについてお答えをいたします。 

 さきの創政会代表、桑田議員ほかにお答えいたしま

したとおり、配備が予定されている八戸市民病院から

効果的な出動範囲とされる半径50キロ圏内にあり、県

境を越えた運航が実現すれば、当地域の医療環境が大

きく向上することが期待されているところであります

ので、早期実現に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、地上デジタル放送についてお答えをいたしま

す。 

 これまでに講じました対策別の状況でありますが、

共聴施設の整備が18地区603世帯であります。このう

ち15地区564世帯で対策を完了し、２地区33世帯で工

事中のほかに、１地区６世帯でありますが、これは補
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助申請中となっているところであります。 

 また、高性能等アンテナでありますが、35地区で

141世帯が申請し、この中で97世帯で対策済みであり、

また、難視衛星放送についてでありますが、27地区で

121世帯が申請し、すべて対策済みとなっているとこ

ろであります。 

 なお、懸案の地デジ未対応世帯への働きかけについ

てでありますが、関係機関と緊密な連携を図りながら、

緊急雇用創出事業を活用した調査員による現況確認と、

個別訪問を９月から引き続き実施し、地デジ移行への

周知に努めているところであります。 

 次に、生ごみ処理機の買いかえに対する補助につい

てお答えをいたします。 

 以前補助を利用した人の買いかえの基準についてで

ありますが、補助金の交付を受けた日から起算して５

年を経過した日以降に買いかえをする場合は補助の対

象とすることとして、補助金交付要綱を定めていると

ころであります。 

 次に、自転車の安全対策についてお答えをいたしま

す。 

 当市における自転車人身事故の発生状況であります

が、平成21年が８件、22年が５件、23年が２件と減少

傾向にあります。 

 安全対策といたしましては、小中学校の交通安全教

室等において、交通指導員が自転車利用の指導を行っ

ておりますほか、久慈警察署や久慈地区交通安全協会

などとの連携によりまして、自転車安全・安心モデル

校の指定や、中高生への反射材の交付を行うなど、自

転車の安全利用と事故防止に向けて取り組んでいると

ころであります。 

 今後におきましては、自転車が車両であることを認

識していただき、交通放棄の遵守とマナーの向上が図

られるよう、一層の啓発に努めてまいりたいと考えて

おります。 

 次に、福祉行政についてお答えをいたします。 

 まず、子宮頸がん等ワクチン予防接種の現状につい

てでありますが、今年１月末現在における接種率は、

子宮頸がんが73.3％、ヒブが26.5％、小児用肺炎球菌

が21.6％となっております。 

 新年度の取り組みといたしましては、市広報、保健

情報などのチラシ、市ホームページやツィッターの活

用、乳幼児健診での保護者への周知・啓発及び医療機

関との連携に努め、接種率の向上を図ってまいりたい

と考えております。 

 なお、現在、国においてこれら３ワクチンにくわえ

まして、水痘、おたふく風邪、Ｂ型肝炎、成人用肺炎

球菌を含む７ワクチンの定期要望接種化を検討してお

りますことから、その動向を注視しながら、感染症予

防事業の推進にさらに努めてまいりたいと考えており

ます。 

 次に、震災に伴う生活保護の現況等についてであり

ますが、さきの清風会代表、髙屋敷議員にお答えいた

しましたとおり、当市におきましては、現在のところ、

震災の影響による生活保護世帯数の顕著な増加は見ら

れないところであります。 

 また、生活保護世帯の自立支援対策についてであり

ますが、定期的な訪問調査などにより、常に世帯の状

況把握に努めるとともに、勤労意欲の喚起や求職活動

を奨励するため、就労支援相談員を配置し、久慈公共

職業安定所などの関係機関と連携を図るとともに、就

労に向けてきめ細かい指導を行い、その自立を支援し

ているところであります。 

 次に、介護予防教室等の現状と今後の取り組みにつ

いてでありますが、要支援、要介護状態となる可能性

のある高齢者を対象とした介護二次予防事業につきま

しては、運動機能を含む複合プログラムを９教室のほ

か、今年度から新たに運動機能のみのプログラムを３

教室、口腔機能のプログラムを１教室追加し、計13教

室を実施しているところであります。 

 また、元気な高齢者全般を対象とした介護一次予防

事業につきましては、今年度から、実施会場を元気の

泉及び各支所のほかに、土風館を新たに追加し、計９

教室を実施しております。 

 新年度におきましては、介護一次予防事業として、

新たに会場を追加し実施する予定であり、今後とも、

興味や関心を持って参加していただける多種多様な介

護予防事業の提供を行うとともに、介護予防に努めて

まいりたいと考えております。 

 次に、大川目地区圃場整備に係る創設用地の活用策

につきましては、昨日の政和会代表、大沢議員にお答

えいたしましたとおり、農業近代化施設の整備につい

て、現在、大川目営農推進協議会、関係機関、団体等

と協議を重ねているところであります。 

 次に、産業振興についてお答えをいたします。 
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 まず、雇用対策についてでありますが、当地域の12

月の有効求人倍率は0.73となっており、前年同月と比

較いたしますと0.34ポイントの増となっているところ

であります。これは、震災の復興に伴い、建設業、製

造業の新規求人数が増加していること等によるもので

ありますが、短期の求人もふえており、職種及び長期

の安定的な雇用を望む求職者とのミスマッチがあるも

のととらえております。 

 市といたしましても、緊急雇用創出事業による臨時

的な雇用を促進いたしますほか、中小企業被災資産復

旧事業費補助制度を初めとした事業所の再建に係る支

援を行い、安定雇用の回復に努めてまいりたいと考え

ております。 

 次に、二重ローン対策についてでありますが、現在、

被災事業所の被災前からの債務に係る債権につきまし

ては、岩手産業復興機構により買い取りが行われてお

りますが、３月には、新たに株式会社東日本大震災事

業者再生支援機構が設立となり、被災事業所の債権の

買い取りを行うこととなっております。 

 株式会社東日本大震災事業者再生支援機構は、法律

に基づく法人であり、法的根拠を持つ、安定した長期

にわたる支援ができるものとされております。また、

債権の買い取り規模は産業復興機構より大きく、産業

復興機構の2,000億円に対し、5,000億円とされており、

産業復興機構が対象とすることが困難な事業者の既存

債務を買い取り対象とすることとされております。 

 市といたしましても、被災事業所のニーズに対応す

るため、両機構が補完しながら債権の買い取りが実行

されるよう、要望等を行ってまいりたいと考えており

ます。 

 次に、当市の移住・定住の具体策についてお答えを

いたします。 

 当市の移住・定住の具体策といたしましては、平成

21年度から県外に在住する移住希望者に対し、市内の

空き家情報を提供する久慈市空き家情報登録制度「空

き家バンク」に取り組んでまいりました。また、首都

圏における移住・定住に係るイベントにおいて、移住

相談窓口を開設し、地域の魅力や活用可能な事業の紹

介等、地域の情報発信を行ってきたところであります。 

 平成18年度以降の移住実績は４件、11名が当市に移

住しております。 

 今後におきましても、引き続き地域の魅力と移住希

望者の求める各種情報を積極的に発信し、移住・定住

の促進を図ってまいる所存であります。 

 次に、建設行政についてお答えをいたします。 

 最初に市営住宅の建設についてでありますが、市営

住宅の整備に当たりましては、公営住宅全体の整備計

画であります公営住宅ストック総合活用計画に基づき、

優先度、財政事情等、総合的に勘案しながら整備を図

ってまいりたいと考えております。 

 国の公営住宅建設に係る補助拡大につきましては、

災害公営住宅を整備する場合において、被災の状況に

応じ、一般災害または激甚災害での補助率引き上げが

行われることになっております。 

 現在、仮設住宅などに入居している方の受け皿とい

たしましては、災害公営住宅による住宅の確保も必要

であると考えておりますが、被災者の意向等を踏まえ

検討してまいりたいと考えております。 

 次に、国道281号の大川目地区の歩道についてであ

りますが、現在、森地区から山口地区については両側、

生出町地区については片側の歩道が未整備の状況にあ

ります。 

 県北広域振興局土木部によりますと、森地区から山

口地区については事業化済みであり、平成22年10月か

ら、これまで４回にわたり住民説明会を開催しており、

現在、住民の意見を踏まえた詳細設計を進めていると

ころであり、また生出町地区については、用地問題を

抱えていることから、事業化は困難な状況にあります

が、緊急性や優先順位等を勘案しながら、今後検討し

てまいりたいと伺っているところであります。 

 市といたしましては、早期の事業着手及び事業完了

について、引き続き強く要望してまいりたいと考えて

おります。 

 最後に、河床の改修についてお答えをいたします。 

 県北広域振興局土木部によりますと、小屋畑川につ

いては、河川改修が完了しており、現段階での新たな

河床等の改修計画は持ち合わせていないものの、河川

の流れを阻害している、昨年の台風15号により堆積し

た長内川合流付近の土砂について、来年度早々に撤去

する予定であると伺っているところであります。 

 市といたしましても、引き続き適正な河川の維持管

理について、要望し続けてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上で、公明党、山口健一議員に対する私からの答
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弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  公明党、山口健一議員の教

育行政のご質問にお答えをいたします。 

 最初に、子供の学力向上についてお答えをいたしま

す。 

 まず、ご質問の調査は、民間が行った全国の校長、

教員、保護者を対象とした意識調査でありますので、

この調査結果から久慈市の教員の現状を分析すること

は難しいと考えております。 

 次に、教科内容が増加したことによる学力格差につ

きましては、小学校新学習指導要領実施前後の学習定

着状況を経年比較できる数的データが、現在のところ

ございませんので、学力格差の大小を判断できる状況

にはないところであります。 

 教育委員会といたしましては、今後も各学校におい

て、国や県の加配教員、市で雇用する特別教育支援員

や学習支援員等の効果的な活用が図られるよう支援し、

一人ひとりの児童にきめ細かな指導が行われ、すべて

の子供に基礎、基本が確実に定着するよう取り組んで

まいりたいと考えております。 

 次に、中学校の武道必修化についてお答えをいたし

ます。 

 指導体制や事故防止策につきましては、昨日の新政

会代表、泉川議員ほかにお答えいたしましたとおり、

各校における指導計画、安全面への配慮事項、段階的

な指導方法等について調査し、柔道の授業が充実し、

重大な事故等が発生しないように、具体的に指導する

とともに、体育施設や用具等の授業環境における安全

面にも十分に配慮するよう指導に努めてまいりたいと

考えております。 

 最後に、子供の芸術文化の推進についてお答えをい

たします。 

 芸術文化に接する機会でありますが、教育委員会と

いたしましては、小中学生を対象とした岩手県青少年

劇場を初め、一般市民を対象に各種コンサートなどを

実施し、芸術文化の鑑賞機会を提供しております。 

 また、育成事業といたしましては、アンバーホール

吹奏楽クリニック、演劇ワークショップ、合唱ワーク

ショップなどに加え、音楽レクチャーコンサートに合

わせて学校訪問演奏会を実施するなど、さまざまな形

で芸術文化活動に参加する機会を提供しております。 

 すぐれた芸術文化に接することは、豊かな心をはぐ

くみ、子供たちの情操教育として大変重要なものであ

ると認識をしており、今後も事業推進を図ってまいり

たいと考えております。 

 以上で、公明党、山口健一議員に対する私からの答

弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を許します。９番、

山口健一君。 

○９番（山口健一君）  何点か再質問させていただき

ます。 

 まず最初に、入札の不調問題についてでありますけ

れども、今答弁いただきましたけども、現在は不調に

なったものはないっていうふうな感じですが、時期的

には、今後、県とか市のほうで工事、復旧・復興の工

事が多く出てくるわけですが、その場合には、どうし

ても技術者だけじゃなくて当地にいる作業員も不足す

るんではないかなっていうふうに思います。 

 それからまた、最近の傾向ですと、公共事業が減っ

てきて、建設業者自体が全体的に少なくなっている状

況の中で、仕事がふえた場合に、よそのほうから来て

大手が取ってしまうと。その場合にやはり困るのが、

やっぱり下請になった場合に、またそこにしわ寄せが

行くのではないかなというふうに危惧しますけれども、

その辺の指導をしっかりとしていただきたいというふ

うに思いますが、今後その考え方についてお伺いいた

します。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  入札不調に係る対応策に

ついては、昨日もご答弁申し上げましたけれども、現

実的に、今私ども思ってるのが、いわゆるインフレ条

項等があるわけでございます。 

 それで、議員もご指摘のとおり、人夫賃等につきま

しても、今、国とか県の法において、考え方が今週の

月曜日、情報が示されましたので、これらを参考に詳

細等確認しながら、いずれ対応には万全を期してまい

りたい、そのようには考えています。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  実際、今はまだ、これから予

算通して実行になるわけですが、その期間、かなりま

だ工事発注するまでには多分時間かかると思います。
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今、国の方でも、今、３次補正がやっと、４次も衆議

院通ってるわけですけど、まだまだ３次補正の段階な

んです。そういった場合にすれば、契約時間が結構後

になるかと思います。その場合には、やっぱり資材の

高騰とか、資材不足、そういったものにおいて、工事

がなかなか進まない状況も出てくるんではないかな、

そういうふうに危惧されますけれども、そういった場

合に、今の工事単価、コストが多分上がった場合にど

のような対応をしていくのか、その辺についてもお聞

かせ願いたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  昨日も申し上げましたけ

れども、いずれ国交省におきましては、いわゆる設計

単価、これについては従来１年に１度の見直しをして

るわけですが、これを３カ月に１回程度の見直しを検

討しているようでございます。 

 また、資材が途中で急騰した場合とか、人夫賃とか、

これにつきましては、請負代金の変更等に関する協議

というふうな格好になるかと思います。 

 いずれこれにつきましても、いずれ対象につきまし

ては、国のほうでは労務単価、材料単価、それから機

械器具損料、これに伴う経費、これらについていずれ

検討するというふうな格好になっておりますので、請

負代金の変更協議等の対象になっていくものと、その

ように考えております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  次に、防災会議の女性メン

バーについてであります。委員についてでありますけ

れども、実際、今市長の答弁ですと、協力会の会長さ

んが１名女性が入ってるということですが、昨年の大

震災受けて避難された場合に、いろんなお話を聞きま

すと、やはりどうしても女性の方々の視点というのが、

避難所にいる場合には大変大切だなっていうふうに聞

いております。 

 そういった場合に、今女性が１名いるっていうこと

ですが、そういったボランティアの方々含めて、私ど

もの調査によりますと、女性がいない理由として、そ

ういった担当になって、余るような女性がいないって

いうのが、いない要因があるようなんですが、その辺

について柔軟に対応できないのかなっていうふうに思

いますけれども、その辺についてお聞かせ願います。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  考え方は市長答弁のとお

りでございます。いずれ現在の防災会議におきまして

は33名の委員の方をお願いしておりますけれども、い

ずれ、ほとんどっていいますか、基本的な考え方を、

ご指摘のとおり当て職みたいな格好になっております。

いわゆる職名による委員職みたいな格好になっており

ますけれども、いずれどんどん、これらにつきまして

は、その代表者に対しての女性の選出もまず促進にな

っていくと思いますし、また、今議員のご指摘のよう

な観点からも、やはり女性の意見というのは必要だと

思っております。 

 したがいまして、いずれ今回の防災計画の作成にお

きましては、いずれ老若男女問わず、いずれ意見を収

集したいということで、今後私ども、ワークショップ

だけでなくて、地域のほうにもまた入っていきたいと、

いろいろな意見を聞いて、吸い上げて、いずれ防災計

画をつくっていく考え方でございますので、いずれそ

の際にも、やはりそういうふうな男女とか、そういう

ふうなことを構わず、いろんな意見をいずれ反映させ

ていきたいと、そのように考えているところでござい

ます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  次に、エコカーの公用車の導

入ということなんですが、今市長答弁ですと、ことし

電気自動車を１台購入するということで、今、いろん

な状況で燃料が高騰してるっていう場合もあると思う。

実際的に、将来的にエコカーに、電気自動車等、初期

投資が高いわけですが、そういった将来的に公用車の

管理する場合に、燃費とかいろんな面でどういうふう

な計算、計算っていいますか、将来的な形での比較は

検討しているのでしょうかどうか、その辺についてお

伺いいたします。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  電気自動車等に関しまし

ては、いずれ試験的な導入というような考え方もござ

います。いずれ議員のご指摘のとおり、いずれコスト

計算、それもそうですけども、より地球温暖化対策の

一つのシンボル的な物として、いずれ導入するという

のが市の考え方でございます。 

 いずれ、そうは申しましても、議員のご指摘のとお
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り、今大体エコカーっていいますか、低公害車、いろ

んな物、天然ガスのあれとかハイブリッド、いろいろ

ございますけれども、現在、市の大体、占有率ってい

いますか、それが大体20％、おおむね20％程度です。

これは、どうしても、ご存じのとおり、いわゆるトラ

ックとか特殊車両、これらについてはまだまだちょっ

と、技術革新がまだもう少し待たれなければなりませ

んので、いずれにしましても、そのような効率的な観

点、長期的なスパンも考えながらいずれ導入について

は進めてまいりたいと、そのような考え方でございま

す。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  時間がないので、二、三点聞

きたいと思います。 

 市営住宅の建設についてでありますけれども、今仮

設住宅に入ってる方、２年ということですが。それ以

降に、阪神の場合には５年までいた経緯もあるわけで

すが、実際的に民間に入ってる方々、まだ雇用促進に

入ってる方々も、いつまでいられるかっていうのを、

何か、その辺が多分不安になってる方もいます。次に

は、そういった方々に対して、きちっと入れる場所が

あれば、やっぱり公営住宅が望まれてると思います。

さっき言ったように、いろんな国の制度もあるわけで

すから、前だと市営住宅はなかなか、もう何年かなか

なか建設ができないっていう状況にあるわけですけれ

ども、この際、県として何とかできないものかなって

思いますけど、再度その件についてお聞かせ願いたい

と思います。 

○副議長（下舘祥二君）  晴山建設部長。 

○建設部長（晴山聰君）  市営住宅の建設ということ

でありますけれども、現在、仮設住宅に入っている方、

あるいは借り上げで入ってる、アパートに入ってる

方々おられるわけです。 

 仮設住宅については、一応２年ということで、区切

りはあるわけでありますが、その延長する方向でいろ

いろ検討はなされてるというふうに伺っております。 

 借り上げ住宅、これについては県が事業主体でやっ

ているわけでありますが、いずれこの県の事業につい

ても、市町村からは継続を要望している状況でござい

ます。 

 ただ、結論については、まだはっきりした答えは出

てはおりませんけれども、いずれ粘り強く、今後とも

継続できるような、そういった方向で行くことを願い

つつ努力してまいりたいというふうに思っております。 

 あと、そういった方々のために市営住宅をというこ

とでありますけれども、やはりこれについては、災害

公営住宅、こういったもの等々検討していかなければ

ならないだろうというふうに思っております。ただ、

今回考えておるのは、被災に、実際に、被災に遭って、

公営住宅といいますか、その入居を求めている方々、

こういったニーズをはかっていかないと、どの程度の

規模の物をつくればいいのかどうか、こういったもの

がまだ判然としないわけでございます。災害公営住宅

については、激甚災害に指定される地域については補

助率が高いわけでありますけれども、久慈市の場合に

は激甚の対象にはなっておりません。そういったこと

から、補助率が低くはなっておるんですが、いずれに

しても、今後整備をするに当たっては、市が今持って

いるストック計画、これとの整合も図っていかなけれ

ばならないだろうというふうに思っておりますので、

今後慎重に検討していきたいというふうに考えており

ます。 

 以上であります。 

○副議長（下舘祥二君）  ９番山口健一君。 

○９番（山口健一君）  中学校の武道に関して一つだ

け。先ほど教育長から答弁あったように、段を持って

いる教師が、県教育委のあれだと６割程度ということ

ですが、柔道経験持つ方々のボランティアで、学校の

そういったものができるかどうか、その辺についてち

ょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

○教育長（亀田公明君）  武道必修化についてのご質

問にお答え申し上げますが、これは、授業については、

やはり担当する保健体育の教師が主体的に授業を行っ

ていくということになるわけでございますが、必要の

場合は学校長等とも相談しながら、有段者の技術指導

といったことも考えておかなければならないというふ

うに認識をしているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を打ち切ります。 

 次に、社会民主党、梶谷武由君。 

    〔社会民主党梶谷武由君登壇〕 

○１番（梶谷武由君）  社会民主党の梶谷武由です。
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市政の当面する諸課題について、市長及び教育長に質

問いたします。 

 初めの質問は、平成24年度予算について、重点施策

と新規政策はどのようなものがあるかお伺いいたしま

す。 

 次の質問は市政懇談会等についてですが、市政懇談

会や市長への手紙では、市政全般にわたってたくさん

の質問や意見が出されたと思います。質問や提言など、

それらが市政にどのように反映されたかお伺いいたし

ます。 

 次は、防災無線についての質問です。防災無線は非

常時には大変重要な情報源です。防災無線の聞こえに

くい問題は数度にわたって議会でも取り上げられ、消

防署でも現地を確認しながら改善に努力しているにも

かかわらず、防災無線が聞こえにくいという声を聞き

ます。 

 これまでと同じような対策では、難聴の解消は無理

ではないかと思われます。難聴の解消策についてお伺

いいたします。最近の家屋は気密性も高くなっていて、

建物の中にいると外部の音が遮断され、聞こえにくく

なってきており、防災無線の難聴解消策は戸別受信機

の設置であると考えます。事業主や家庭で戸別受信機

を設置したいとの希望があった場合の対応についてお

伺いいたします。 

 次の質問は、災害時の対応についてです。災害が発

生すれば対策本部が市役所に設置され、被災状況など

の情報収集をはじめ、県や他自治体との連携、対策会

議、職員への指示や市民への連絡など、司令塔として

の役目をしっかりと果たさなければなりません。その

ためには市役所や消防署の機能の維持が大変重要と考

えます。機能維持はどのようになっているかお伺いい

たします。 

 また、昨年の大震災のとき、市役所職員の多数の方

が災害に対応するために、自宅に帰らず不眠不休で働

いた。そのとき職員が食べる物がなかったとか毛布な

どもなかったということも耳にしました。司令塔の役

目を果たすためには職員のための食料や寝具等の備蓄

も必要と考えますが、どのように考えているかお伺い

をいたします。 

 次は、放射線対策についての質問です。東京電力福

島第一原子力発電所の爆発事故により、広範囲にわた

り放射能が拡散し、空中の放射線は外部被曝という形

で人々を傷つけました。また、呼吸や放射能に汚染さ

れた食料品を食べることによって放射能が体内に入り、

内部被曝という形で被害を受けます。 

 外部被曝はその場を離れ体に付着した放射能を除去

すれば、被曝を減らすことができます。しかし、内部

被曝は体内に入った放射能が対外に排出されない限り、

被曝を受け続けることになります。体内への放射能が

入るのを極力避けなければなりません。特にも、成長

過程にある子供を持つ家庭にあっては、食料品の放射

能汚染は深刻な問題です。 

 消費者に安全な食料を届けるためには、出荷段階で

の放射線測定が欠かせませんが、小規模生産者が独自

に放射線測定を行うことは難しいと思われます。市内

で生産される農林水産物の食料品の放射線測定につい

てお伺いいたします。 

 また、その測定結果についての証明についても、ど

のように行えるのかお伺いいたします。 

 次は、被災者住宅再建支援についての質問です。 

 昨年３月11日の大震災により、被災された方の１日

も早い生活再建を果たすために、県では被災者住宅再

建事業を創設し、市町村がこの事業を行う場合に市町

村を支援するとしています。この事業は住宅が全壊ま

たは半壊して解体し、持ち家による住宅再建を行う場

合に支援するというものです。久慈市としても県のこ

の事業に対応した支援制度をつくり、被災者の生活再

建を支援すべきと考えますが、考えをお伺いいたしま

す。 

 次は、ごみ減量対策について質問します。市の広報

でもごみ処理問題を大きく取り上げ、状況は深刻であ

ると市民に訴えています。燃えないごみの中に資源物

の混入が多い。全体で１割くらいもあるのではないか

とも記されています。不燃物や可燃物のごみの排出状

況とごみの減量対策についてお伺いいたします。 

 次は、べっぴんの湯についてですが、べっぴんの湯

の温泉水はペーハーが高く、肌がすべすべになると大

変好評で、遠くからわざわざ入りに来る方もおります。

宿泊した方から温泉は大変すばらしいが、混んでいて

ゆっくり入れなかったという声を聞きました。べっぴ

んの湯の利用状況と施設の改修計画についてお伺いい

たします。 

 次の質問は、雇用対策についてです。震災から復旧

工事なども進み、雇用情勢が若干よくなってきている
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との報道もありますが、久慈地域における最近の雇用

情勢はどのようになっているか。また、震災により被

災した事業所で再開した事業所における、雇用の確保

状況についてお伺いいたします。 

 次の質問は、道路整備についてです。災害発生時に

は一刻の猶予もなく、一斉に避難する必要があります。

避難をスムーズに行うためには、津波対策では高台へ

通ずる道路、大火事や水害では逃げ道の確保、袋小路

の解消など、道路整備が必要不可欠です。避難路確保

のための道路整備のあり方についてお伺いします。 

 市内には国道、県道、市道のほかに、農道や林道あ

るいは私用道路である位置指定道路など多数の種類の

道路がありますが、市内には市道認定要件を満たさな

いために、整備の進まない道路も多数あります。市道

認定要件を満たしていなくても、市民生活に重要な道

路については市が積極的に整備を進めるべきと考えま

すが、このような道路の整備についての考えをお伺い

いたします。 

 最後は、教育長への質問です。 

 教職員の多忙化は全国でも大きな問題となり、文部

科学省では教員の多忙化は個々の学校や教育委員会だ

けの取り組みでは解決できないことが多いことから、

平成18年度に勤務時間調査を行い、これを受けて岩手

県では平成19年３月に小中学校の多忙化問題検討委員

会から提言が出されました。 

 平成21年３月には県教育委員会事務局の多忙化解消

検討ワーキンググループから、多忙化解消の取り組み

が行われてきたが、多忙化が解消され子供たちと向き

合う時間が十分に確保されたと実感するまでには至っ

ていないのが現状であると報告されています。多忙化

解消に向けた取り組み状況についてお伺いします。 

 また、長時間労働者に対する医師による面接指導の

実施状況についてお伺いいたします。 

 以上で、登壇しての質問を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  山内市長。 

    〔市長山内隆文君登壇〕 

○市長（山内隆文君）  社会民主党、梶谷武由議員の

ご質問にお答えをいたします。 

 最初に、新年度予算編成についてお答えをいたしま

す。 

 まず、重点施策につきましては、昨日の新政会代表、

泉川議員にお答えいたしましたとおり、生活再建住宅

支援事業費補助金など、久慈市復興計画の関連事業を

中心に計上したところであります。 

 また、新規事業につきましても、昨日の新政会代表、

泉川議員にお答えいたしましたとおり、津波肺スク

リーニング事業などについて計上したところでありま

す。 

 次に、市政懇談会等についてお答えをいたします。 

 まず、市政懇談会でありますが、これまでは旧町村

単位で実施しておりましたが、今年度はよりきめ細や

かな意見をいただくため、小さな地区に区割りした上

での開催に努めたところであり、地域コミュニティ振

興事業の活用や道路整備に関する提言などが寄せられ

たところであります。 

 また、市長への手紙では雇用拡大に関する提言や、

屋内で幼児が遊ぶことができる施設の整備などのご意

見をいただいております。この中で市役所正面玄関や

西口階段に手すりを設置するなどの具現化に努めてき

たところであります。なお、現段階での早期実現が困

難な事業につきましては、各部局等で調査・検討を加

え、今後の市政運営に役立ててまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、防災行政無線についてお答えをいたします。 

 まず、難聴解消対策についてでありますが、東日本

大震災による災害復旧事業により、防災行政無線のデ

ジタル化を進めているところであり、現在電波の伝搬

調査や設計を実施しているところであります。これま

で難聴地域における解消策として、市民からの問い合

わせ等に対し、個別調査の実施や防災行政無線で放送

した内容を電話で確認できるサービスにより、対応し

てきたところであります。 

 次に、事業所や家庭での戸別受信機の設置希望への

対応についてでありますが、基本的には屋外子局施設

による方式で、住民等への情報伝達を考えております

が、地形条件、電波の伝搬状況及び家屋戸数などを踏

まえ、総合的に検討してまいりたいと考えております。 

 次に、災害対応についてお答えをいたします。 

 まず、災害時の市役所、防災センターの機能維持に

ついてでありますが、東日本大震災の大規模停電によ

り、電源確保対策が課題の一つとなったところであり

ます。防災センターにつきましては、従来から備えて

ある自家発電装置により対応したところであり、市庁

舎につきましては可搬型の小型発電機で対応してまい
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りましたが、停電時に十分対応できるよう拡大するこ

ととし、今年度内に配備を完了する見込みとなってお

ります。 

 次に、災害対応をする市職員、市役所職員のための

食料、寝具等の備蓄についてでありますが、市が管理

する食料など物資につきましては、避難者等、市民に

供給する物と位置づけており、職員用につきましては

今後備蓄について検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、放射線対策についてお答えをいたします。 

 まず、農林水産物の放射線物質についてであります

が、消費者に安全・安心な農林水産物を供給する観点

から、国において久慈市営魚市場に水揚げされた海産

物を、週１回の割合で採取し検査が実施されておりま

すほか、県において県産農林水産物の放射性物質濃度

の検査計画を策定し、収穫、漁獲時期を考慮しながら

主要な産地から試料を採取し、計画的に検査が実施さ

れ、安全性が確認されているところであります。 

 次に、検査結果の証明についてであります。国、県

において検査した結果をもとに、市において証明書の

発行はしておりませんが、検査結果につきましては随

時市のホームページに公表し、周知しているところで

あります。 

 次に、岩手県被災者住宅再建支援事業（仮称）につ

いてお答えをいたします。 

 この事業は東日本大震災において、岩手県内で自宅

が全壊した被災世帯に対し、県内での持ち家による住

宅再建を支援するために市町村が補助した場合、県が

市町村が交付する補助金の一部を補助するものであり

ます。市といたしましては被災者支援の観点とともに、

被災者が持ち家を建設し居住することによる地域経済

の活性化、地域コミュニティの振興等が期待できます

ことから、事業実施に向けて取り組みを進めてまいり

たいと考えております。 

 次に、ごみ減量対策についてお答えをいたします。 

 まず、ごみの排出状況についてでありますが、平成

22年度の排出量は可燃ごみが１万1,585トン、不燃ご

みが978トンであり、平成18年度と比較をいたします

と、可燃ごみが1,419トンの減、不燃ごみが22トンの

減とどちらも減少傾向にあります。 

 次に、ごみ減量対策についてでありますが、生ごみ

の減量及び資源化の推進に向け、今年度より家庭用生

ごみ処理機購入補助の拡充を図るとともに、家庭用コ

ンポスター購入補助事業及び資源物集団回収支援事業

を新設したところであります。 

 また、現在プラスチック製容器包装の分別収集に向

けた、モデル試験を実施しているところであります。

今後におきましてもこれらの事業を推進するとともに、

広報及び地域勉強会等を通じて市民のごみ減量に対す

る意識啓発を図り、市民及び衛生班連合会などと連携

し、より一層のごみ減量と資源化の推進に取り組んで

まいりたいと考えております。 

 次に、べっぴんの湯についてお答えをいたします。 

 まず、利用状況についてでありますが、１月末現在

の利用者数は８万900人余りであり、昨年度同期と比

較して6,853人、８％の減となっております。その内

容でありますが、入浴利用者数は7,224人の減に対し

まして、宿泊者数は612人の増となっております。な

お、直近の３カ月間におきましては、昨年度同期を上

回る利用状況で推移しており、徐々に回復の兆しがあ

ります。 

 次に、施設の改修につきましては、平成７年８月に

オープンして以来、約16年が経過しておりますが、こ

の間平成17年度に大浴場等の大規模改修を行っており、

また平成21年度には小浴場の改修を実施しているとこ

ろであります。今後におきましても利用者ニーズの把

握に努めるとともに、新山根温泉振興協会と連携を図

りながら、よりよいサービスの提供や施設管理に努め

てまいりたいと考えております。 

 次に、雇用対策についてお答えをいたします。 

 まず、久慈地域における最近の雇用情勢についてで

ありますが、先の公明党、山口議員にお答えいたしま

したとおり、当地域の12月の有効求人倍率は0.73とな

っており、前年の同月と比較すると0.34ポイントの増

となっております。震災の復興に伴い、建設業、製造

業の求人、短期の求人がふえており、職種及び雇用期

間のミスマッチがあるものととらえており、引き続き

緊急雇用創出事業による臨時的な雇用のほか、事業所

の再建にかかる支援等によりまして、安定雇用の回復

に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、震災により被災し、復旧した企業の雇用確保

状況についてでありますが、当市でとらえている主な

事業所の状況は、震災による解雇者数が340名程度で

あり、震災後の雇用者数は190名程度であり、このう
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ち再雇用者数は140名程度ととらえているところであ

ります。一部の水産加工会社においては雇用者数が減

少しておりますが、これまでの国、県及び市による支

援対策等により、大方の被災事業所が事業再開を果た

しており、震災前よりも雇用規模を拡大する事業所も

あるなど、雇用も順次回復に向かっているものととら

えております。 

 最後に、道路整備についてお答えをいたします。 

 災害時における避難路を確保するための道路整備の

あり方についてでありますが、国の防災基本計画にお

いて最大クラスの津波に対しましては、多重防災型の

考え方で生命を確実に守ることとしており、避難路の

整備は重要であると認識をいたしております。 

 避難路の整備につきましては、平成21年から引き続

き開催しておりますワークショップでの意見を反映さ

せるとともに、災害時に迅速かつ安全に避難できるよ

う、地理的条件等を十分考慮した避難路の整備につい

て、総合的に検討してまいりたいと考えております。 

 次に、市道認定要件を満たさない市民生活に重要な

道路の整備についてでありますが、市道認定要件に満

たない生活道路については、地域の要望を受けまして

路面補修用として砂利等の提供を行っているところで

ありますが、その路線数も多く、市が改良工事等の整

備を行うことは難しいものと考えております。 

 しかしながら、市民生活に密着した道路整備の必要

性は十分認識しているところであり、認定要件となる

幅員や回転場の確保など、地域の皆様のご協力が得ら

れ、基準が満たされた場合には市道としての認定の上、

整備が可能になるものととらえておりますので、ご理

解をお願いいたします。 

 以上で、社会民主党、梶谷武由議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  亀田教育長。 

    〔教育長亀田公明君登壇〕 

○教育長（亀田公明君）  社会民主党、梶谷武由議員

のご質問にお答えをいたします。 

 まず、教職員の多忙化解消に向けた取り組み状況に

ついてでありますが、小中学校教員の多忙化問題に関

する検討委員会の提言を受けて、調査や依頼、会議や

研修等のあり方を見直すとともに、市独自で特別教育

支援員18名や学校教育支援員10名を配置するなど、多

忙化の解消に向けてさまざまな努力を続けてきており、

また市内小中学校長会議でも一部の教職員に負担が偏

らないよう、現場レベルでのきめ細かな配慮を繰り返

し指導してきております。 

 次に、長時間労働に対する医師による面接指導の実

施状況についてでありますが、平成20年４月に久慈市

立小中学校教職員の長時間労働による健康障害防止の

保健指導実施要領を定め、時間外勤務が月に100時間

を超えるなどし、心身の疲労を申し出た教職員を対象

に保健指導を行うこととしておりますが、これまで保

健指導及び医師の面接に至った事例はないところであ

ります。 

 以上で、社会民主党、梶谷武由議員に対する私から

の答弁を終わります。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を許します。１番梶

谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  それでは、再質問を行いたい

と思いますが、まず防災無線についてこれまで何度と

なく議会でも取り上げられながら、同じような形での

答弁もなされてきました。 

 実際に市民の方から言われるのは、聞こえないと。

窓を、放送が鳴ったので何だろうというので窓をあけ

て聞く、聞こうとしても年をとった方なんかは立ち上

がって窓をあけたときは、その放送が終わっていると

いうようなことなんかも聞いて、何とかならないだろ

うかという話なんかも伺うわけです。 

 他の自治体の状況等を調べてみると戸別受信機、こ

れを自治体が無償で貸し出しをするとかあるいはその

購入についての補助を行うということ何かそういう自

治体等もあります。 

 あと、状況によっては先ほど市長から答弁がありま

したように、電波の状況の悪いところについては戸別

受信機の配付といいますか、家庭への貸し出しという

ようなこと等もここにあるようですが。事業所とか家

庭で自己負担でもいいから設置を希望したいというよ

うな場合の対応を、戸別受信機の場合には周波数等も

固定をした、いわゆる久慈市の防災無線の周波数に合

わせた受信機ということになると思われますので、そ

うなった場合にはいわゆる注文生産という形になれば、

ある日突然欲しいからといって、久慈市の防災無線を

聞くのを買うことができないわけですので。現在でも

戸別受信機は公共施設とか防災関係者あるいは市長部

局でも、自宅のところに何台かは設置されていると思
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うんですが、市民から要望等があったとき、年に例え

ば１回か２回希望をとって、希望があればそれを注文

生産をして、あとは自分で、金を払って自分で取りつ

けるという形であってでも、そういう手配みたいな手

続ができないものかどうか、まずお伺いしたいと思い

ます。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  まず、いつも同じような

答弁がっていうふうなお話でございましたけれども、

今回につきましては昨年の３・11の大震災におきまし

て、いわゆる災害状況を考えまして、今回187、現在

私ども戸別っていいますか、子局を持ってますけれど

も、いずれそれに加えまして海岸部、それから河川部、

それらにつきましてもやはり空中無線、これを基本に、

やはり基本に整備していきたいと。 

 それに加えまして、今187と申し上げましたけれど

も、どうしてもやはりいわゆる危険地帯、危ないとこ

ろにつきましては、やはりある程度の新設も考えてい

かなきゃならんだろう、そういうふうな考え方のもと

で進めております。それでどうしても私どもの場合は

災害対応、これをまず第一に考えたいということで、

やはりどうしても考え方は基本は空中無線、これでご

ざいます。 

 それで、ただ先ほど市長からも申し上げましたよう

に地形的な条件、それから戸別っていいますか、連た

ん戸数、これらにつきましては当然考慮しなきゃなら

ないわけですけれども、立派なビルとか防音施設の中

において、そこにいる状況にまで個々に判断しろって、

対応しろって言われても、非常にこちらにとっては厳

しいことではございます。 

 ただ、どうしてもどうにもならない場合については、

例えば中山間地における本当に１軒、２軒の方につい

ては戸別用受信機、これしかないというふうな場合も

当然考えられます。いずれそれらについてまず一次的

には、それらですべて、すべての市民の方が聞けるよ

うな状態では整備したいと、そのように考えていると

ころでございます。 

 したがいまして、今回はいずれ今申し上げましたよ

うに、新設もある程度は考えております。それらでい

わゆる災害対応を中心とした考え方で、まず一たん市

内をすべてを整備してまいりたいとそのように考えて

おります。 

 それ以外につきましては、今回の災害におきまして

情報伝達、これが今後における課題の一つ、すごく最

大の課題の一つであるととらえておりますので、情報

伝達についてはいろんな防災無線以外にも、いろんな

伝達手段については現在検討しているところではござ

います。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  外のスピーカー、子局による

のをこれを否定するのでもありませんし、外で活動あ

るいは仕事をしているときはこれは絶対必要なので、

それは当然というふうに思います。 

 ですが、私が言っている、聞いているのは個別に行

う場合、個別に各家庭で希望した場合に、ですから例

えば市で財政的な負担というのはまずほとんどないだ

ろうと、広報での周知と希望があった場合にそれをあ

っせんする程度でしょうから、財政的負担はほとんど

全くないと言ってもいいと思うんですが、そういう場

合に便宜を、市民への便宜を図るということができな

いかあるいは検討できないかということです。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  失礼しました。 

 私どもどうしても今回の場合には災害、生命、財産

を守る、それが第一の頭にありましたので、市民の方

には平等にいずれ情報提供、それから安全面について

のサービスを行わなければならない、そういうふうな

観点で申し上げたものでございます。 

 いずれにつきましても、それの延長点として、延長

線として便宜を計らう、これについては今後検討して

まいりたいと考えております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  次、災害時対応、市役所とか

防災センター等ですが、電気、電源については今話が

あっておよそわかったわけですが、市役所の場合に例

えば大きな地震があったといって職員が集まってきた

という、そういうとき市役所の執務している部屋が乱

雑に、地震であちこち書類がいったとかパソコンが落

っこちて壊れたとか、そういうことでは初期対応に先

にそちらに手間をかけなきゃならないということ等が

あると思うんです。 

 災害というか地震等があったときでも、例えば書棚
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が倒れないようにするとか、パソコンが落っこちたり

倒れたり、壊れたりしないようにするということ等も

合わせながら、あと水道とかあるいは情報関係、通信

関係のそういう確保というのを、その被害を食いとめ

るための対策というのを、できる限りやっていかなけ

ればならないと思うんですが、そういう対策について

検討している状況あるいは取り組んでいる状況があれ

ば、そこについてお伺いします。 

○副議長（下舘祥二君）  菅原総務部長。 

○総務部長（菅原慶一君）  この点につきましては昨

年だったか、一昨年でしたか、議会においても論議さ

れたところでございます。 

 それで、私どもは早速各課等に通知いたしまして、

いずれ書棚、それからそれらのフックとか建築技師等

ともいろいろ協議いたしまして、やれる手段は何かと

いうのはすべて洗いました。その結果といたしまして、

まず市民の方に迷惑をかけないということで、窓ガラ

ス、まずガラスの落下防止。これについてはシール張

りとかそういうふうなことで、今対応しているもので

ございます。あと書棚等については各課等でいろんな

工夫しているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  ここの部分で一つあれですが、

情報関係のバックアップ体制、これさまざまな個人情

報とか、さまざま条例、規則、法律等での制約はある

かと思うんですが、何かあった場合にバックアップす

るような体制というのができているかどうかというの

を、お願いをしたいと思います。 

 あとそれから、放射線関係の分についてですが、現

在食品等については県がそれを行っている。それぞれ

の県内の市町村、自治体の特産物等を中心にしながら、

久慈市内の分で言えば、ホウレンソウとか菌床シイタ

ケなんか農産物４品目あるいは畜産関係、あるいは林

産物のキノコ等、水産物等にもやっているわけで、公

表しているわけですけれども、それ以外の分について、

市、県でやっていない分について、市で行う計画は見

えないように思いますけれども、そこについて検査す

る予定というのがあるかどうか。 

 そしてあと、給食センターとか、学校給食センター

とか、保育園関係ので測定を行うということも、行う

ための機械、器具等を整備をするということもここに

あるわけですが、それらの分の活用というのを考えな

がら、行う考えはないかお伺いします。 

○副議長（下舘祥二君）  大湊総合政策部長。 

○総合政策部長（大湊清信君）  情報管理につきまし

ては、私のほうが担当でございますのでお答えをした

いと思います。 

 端的に申し上げまして、これに対する対応は現在行

っておりません。が、これらについては例えばクラウ

ドの構想の是非、あるいはサーバーの設置場所の複数

化、あれやこれや考え合わせてどうあればいいのかと

いうのは、研究させていただいておる現状でございま

す。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  放射線対策についての

ご質問にお答えをいたしたいと思います。 

 市長から答弁申し上げましたとおり、国、県あとは

関係団体等で実際農林水産物を測定しておりまして、

久慈広域管内におきましてその安全性が確認されてい

るところでございます。しかも、食品衛生上の暫定基

準値を大幅に下回り、ほとんどの物が不検出となって

いるところでございます。 

 そして先ほど議員さんは久慈市ではホウレンソウ、

菌床シイタケ等を測定していてほかの物を測定してい

ない。その部分についてどうかということでございま

した。結論から申し上げますと、市独自で測定するこ

とは、現在持ち合わせておらないところでございます。 

 その理由は例えば県が測定する場合、北から南まで

ロットで検査しているものでございます。確かに久慈

市そのもので測定しない部分があろうかとは思います

が、そういう県全体の地域別、そしてロットで測定し

ていて、なおかつ先ほど言ったように結果がそうなっ

ていると、そういうことで今現在は持ち合わせていな

いと、持ち合わせておりませんのでご理解をいただき

たいと思います。 

 あと、市で購入する測定機器があるわけでございま

す。これについてはその理活用について今後検討して

まいりたい、そのように思ってございます。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  給食センター等で検査したの

について、その結果については公表を、例えばホーム
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ページ等で久慈産の物についてこれこれこうでしたと、

安全ですよというような形での公表が行われるのか、

そこについてお伺いします。 

 時間が、時間が大分少なくなってきていますので、

ほかの分についてもちょっとお伺いしたいんですが、

住宅再建にかかわる新制度、新しく県が補助を出して

くるというのについて、久慈もやるということなわけ

ですが、ここの場合に県の事業では他県に住んでいた

人は対象外だよと。他県に住んでいた人が久慈に来て

家を建てたいという場合は対象外というふうになって

いますが、ここの分について県外から来た方でも該当

させるべきと考えますが、このことについて県、これ

は県に対しての働きかけをすべきと思いますけどもど

うなのでしょうか。 

 あとそれから、建設とか購入への補助となっており

ますが、土地つきの場合であれば中古の住宅でもこれ

は該当すると思うんですが、土地だけの購入、購入し

てある一定期間内に家を建てると、あるいは土地は借

地だけども住宅だけを購入するといった場合もその対

象になるのかどうか、そこについてお伺いします。 

○副議長（下舘祥二君）  宇部教育次長。 

○教育次長（宇部辰喜君）  給食センターの放射線量

の測定にかかわってのご質問でしたので、私のほうか

らお答えいたしたいと思いますが、測定にかかわって

の結果、測定結果につきましては公表するということ

でございまして、公表する頻度とか方法等につきまし

ては今後詳しく検討してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○副議長（下舘祥二君）  野田口健康福祉部長。 

○健康福祉部長（野田口茂君）  ただいま被災者の住

宅再建の部分でご質問いただきましたが、県外にいた

方が県外で被災をして久慈にいらしたというような状

況の場合ということですが、これは県の事業が前提に

なっているものでございまして、県のほうで県内にお

いてということになります。なおかつ基礎支援金、そ

れから加算の支援金を受けることを条件にということ

になります。 

 それということから、土地はどなたの物であろうと

住宅を建てることに伴う助成でありますので、そちら

のほうは対象になるものであります。 

○副議長（下舘祥二君）  １番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  県外からといった場合では、

まっ、県の事業ですから県では対象外だよということ

ですので、これは久慈の場合はその該当があるかどう

かはわかりませんけれども、県に対しての働きかけと

いう部分について、ぜひ行うべきではないかなという

ふうに思います。 

 それから、べっぴんの湯のことについてですが、ふ

ろ場が狭いとかあるいは上がり湯がぬるいとか、それ

からこれは単なる温度調節なのか性能の問題なのかわ

かりませんが、そういう部分についての認識、どのよ

うに把握しているか。 

 それからあと、老人クラブなんかの日帰り旅行なん

かで山根温泉に行きたいというふうに思っても、カラ

オケができないから、いやあ、別なとこさ行くべとい

うので、山根温泉を避けて別のところに行っていると

いうこともちょっと耳にしたんですが、そういうふう

になっているのかどうか。 

 あともう一つ、玄関のところを入ったところで、地

元産の野菜等販売しておりますが、何か狭いような感

じがして、そういうところの拡張する考えとかあるい

はふろ場についても拡張する考え、そういうのがない

かどうかお伺いします。 

○副議長（下舘祥二君）  野田口健康福祉部長。 

○健康福祉部長（野田口茂君）  ただいまの被災者の

住宅再建の部分でございますが、県のほうは既に４月

から昨年の３・11にさかのぼってということで、事業

がスタートする段階にございます。当市においては今

後検討し、６月の補正を予定しているところでござい

ますが、そういう状況にありますので、一部の市は４

月から実施するという状況を伺っておりますが、大方

が６月補正というふうに聞いております。 

 ということで、その内容は固まっている状況にあり

ますことから、今お申し出、ご指摘のあった部分につ

いては、検討・協議をしてみたいとは思います。 

○副議長（下舘祥二君）  村上農林水産部長。 

○農林水産部長（村上章君）  べっぴんの湯について

ご質問をいただきました。 

 浴場の改修計画がないのかということでございまし

たが、市長から答弁申し上げましたとおり、大浴場と

小浴場の改修は17年度、21年度に終えており、まだ改

修から日が浅いことから計画を持ち得ておらないとこ

ろでございます。 

 あと、サービス面について、るるご指摘をいただき
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ましたことについては、指定管理者である新山根温泉

協会に伝え、できるものから対応していただけるよう

にお話をしてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○副議長（下舘祥二君）  じゃあ、簡単にお願いしま

す。短く。１番梶谷武由君。 

○１番（梶谷武由君）  道路のことですが、市道認定

にならない道路の部分で重要な部分について、ぜひ市

でも積極的に取り組んでいただきたい。これについて

は時間もないのでよろしくお願いします。 

○副議長（下舘祥二君）  晴山建設部長。 

○建設部長（晴山聰君）  市長からご答弁申し上げた

とおり、そういった答弁についても地域の方々とお話

し合いをしながら、いずれまたその市道認定の要件が

満たせるように、努力をしてまいりたいというふうに

思います。 

 以上であります。 

○副議長（下舘祥二君）  再質問を打ち切ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

    散会   

○副議長（下舘祥二君）  以上で、本日の日程は終了

いたしました。 

 ３月14日の本会議は議事の都合により午後１時30分

に開会いたします。 

 本日はこれで散会いたします。ご苦労さまでした。 

    午後３時49分   散会   
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